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はじめに
◆データ白書 2018-2019 業種編について

■業種編作成の背景と目的
従来の白書では、各種業種が混在したプロジェクトデータでの分析であったため、「業種毎の統計値を
知りたい」等の要望があり、また、信頼性や生産性の変動要因として、「業種」が大きな要因のひとつで
あることが判明したため、業種で層別した統計情報がデータ分析上有用であるとの判断から、前版から、「業
種編」を作成することとした。
本「業種編」に記載されたデータを、各業種内でのベンチマークとして活用していただくとともに、他
業種と比較することで、当該業種のソフトウェア開発プロセスの長所、短所を認識し、各企業でのソフト
ウェア開発の信頼性、生産性向上に向けた活動に役立てていただくことを期待する。

■業種編の内容
業種の選択に当たっては、まず、プロジェクト数の多い 3つの業種、「金融保険業」、「情報通信業」、「製
造業」を作成対象とした。
また、業種編の編成としては、「ソフトウェア開発データ白書 2018-2019」（以下「本編」と省略）の 6
章から 9章の分析項目に対して、各業種のデータに限定して、ほぼ同一の分析を行った。ただし、業種編
に分けることで不要となる項目や、図表の掲載基準を満たさなくなる図表等については、掲載していない。
特に、今回から近年 6年間のデータを使用した分析を行っており、さらに業種に分けることで、対象とな
る標本数が減少し、図表の掲載基準を満たさないケースが増加しているが、ご了承いただきたい。
なお、収集データのプロファイルや、分析方法、図表の掲載基準等に関しては、本編と同一であるので、
本編を参照いただきたい。

■特記事項
・章節番号ならびに図表番号に関して
業種編に分けることで、不要となる章節や本編 3章に記載する分析結果の掲載基準を満たさない図表が
発生するが、本編や他の業種編との比較参照を容易とするため、章節番号ならびに図表番号を振り直さず、
本編と同一の章節番号ならびに図表番号としている。
そのため、歯抜けとなる章節ならびに図表番号が発生するが、ご了承いただきたい。
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6　工数、工期、規模の関係の分析
6.1　この章の位置付け
この章では、工数、工期、規模などについて各要素間の関係を分析する。

6.1.1　概要

本章で扱う主な情報は、工数、工期、規模（FP規模、SLOC規模、その他規模測定要素）である。本
章では各要素間の関連性を分析した結果を掲載する。関連性を示す要素間の組み合わせを、図表 6-1-1 に
示す。
各要素間の組み合わせにおいては、更に、開発種別、対象工程、業種、アーキテクチャ、母体規模など
で層別する。各要素間と層別の組み合わせを図表 6-1-2 に示す。
工数と工期の関係は 6.2 節で扱う。ここではFP規模と SLOC規模を区別しない。
規模と工数の関係は、FP規模の分析を 6.3 節、SLOC規模の分析を 6.4 節で扱う。
規模と工期の関係は、FP規模の分析を 6.5 節、SLOC規模の分析を 6.6 節で扱う。
FP規模と SLOC規模の関係は 6.7 節、その他の規模測定要素と工数の関係は 6.8 節で扱う。

図表 6-1-1 ● 主要なデータ要素の組み合わせ

工数 工期 FP規模 SLOC規模 その他規模
測定要素

工数
工期 ◯
FP 規模 ◯ ◯
SLOC規模 ◯ ◯ ◯
その他規模測定要素 ◯ － － －
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図表 6-1-2 ● 各要素間と層別の組み合わせ

要素の組み合わせ 層別 図表番号開発種別 対象工程 その他層別

工数 工期

新規開発

プロジェクト全体 － 6-2-1

開発 5工程
－ 6-2-2
業種別 6-2-3

アーキテクチャ別 6-2-4

改良開発

プロジェクト全体 － 6-2-5

開発 5工程
－ 6-2-6
業種別 6-2-7

アーキテクチャ別 6-2-8

FP 規模 工数

全開発種別

開発 5工程

－ 6-3-1 ～ 6-3-3

新規開発
－ 6-3-4 ～ 6-3-5
業種別 6-3-6

アーキテクチャ別 6-3-7

改良開発
－ 6-3-8 ～ 6-3-9
業種別 6-3-10

アーキテクチャ別 6-3-11

SLOC規模 工数

全開発種別

開発 5工程

－ 6-4-1 ～ 6-4-3

新規開発
－ 6-4-4 ～ 6-4-6
業種別 6-4-7

アーキテクチャ別 6-4-8

改良開発

－ 6-4-9 ～ 6-4-11
業種別 6-4-12

アーキテクチャ別 6-4-13
母体規模別 6-4-14 ～ 6-4-15

FP 規模 工期
全開発種別

開発 5工程
－ 6-5-1 ～ 6-5-2

新規開発 － 6-5-3 ～ 6-5-4
改良開発 － 6-5-5 ～ 6-5-6

SLOC規模 工期
全開発種別

開発 5工程
－ 6-6-1 ～ 6-6-2

新規開発 － 6-6-3 ～ 6-6-4
改良開発 － 6-6-5 ～ 6-6-6

FP 規模 SLOC規模 新規開発 － － 6-7-1
改良開発 － － 6-7-2

そ
の
他
規
模
測
定
要
素

DBテーブル数 工数 新規開発

開発 5工程

－ 6-8-1 ～ 6-8-2
改良開発 － 6-8-3 ～ 6-8-4

画面数 工数 新規開発 － 6-8-5 ～ 6-8-6
改良開発 － 6-8-7 ～ 6-8-8

帳票数 工数 新規開発 － 6-8-9 ～ 6-8-10
改良開発 － 6-8-11 ～ 6-8-12

バッチ本数 工数 新規開発 － 6-8-13 ～ 6-8-14
改良開発 － 6-8-15 ～ 6-8-16

6.1.2　対象のデータ

分析対象データは、基本的に本編 5.1.1 項「対象のデータ」で示すデータセットと同じものを対象とする。
したがって、分析対象となる基本要素の分布は本編 5章を参照されたい。本編 5章で示したものと異なる
場合は、それぞれの層別において条件を明示する。例えば、プロジェクトの工程の範囲がプロジェクト全
体の場合にはその旨を記述する。

6.1.3　分析の手順

本章での分析の基本的な手順は、本編 3.1.2 項に従う。図表 6-1-2 に従って、層別し、分析と考察を行う。

6.1.4　分析での関係の見方

本章で扱う主な要素のデータ（工数、工期、FP規模、SLOC規模）の関係は、常用対数化したグラフ
での相関係数Rを確認して良好な傾向の見られるもの（Rが 0.7 以上）を記載した。
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6.2　工数と工期
この節では、工数と工期の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に「導出指標」と付記
されたものについては、本編付録A.4 にてその定義や導出方法を説明する。

6.2.1　工数と工期：新規開発、プロジェクト全体

ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業が行われたプロジェ
クトを対象に、プロジェクト全体（開発 5工程を含む）での実績工数と工期（月数）の関係について示す。
なお、プロジェクト全体として対象にしているデータにおいて、工数や工期の実績は、開発 5工程のデー
タに加えて、システム化計画、総合テスト（ユーザ確認）の工程のデータも含む可能性がある。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績工数（プロジェクト全体）＞ 0
・実績月数（プロジェクト全体）＞ 0

■対象データ
・Ｘ軸：実績工数（プロジェクト全体）（導出指標）
・Ｙ軸：実績月数（プロジェクト全体）（導出指標）

工数と工期について、回帰式で確認した結果は次のようになる。
（工期）＝A ×（工数）B、A ＝ 0.41、B ＝ 0.33、R ＝ 0.76
＜注＞回帰式の利用に際しては、必ず本編「3.4 回帰式利用上の注意事項」を参照すること。

新規開発のプロジェクト全体（システム化計画～総合テスト（ユーザ確認））の工期は、工数の 3乗根に比例する傾
向が見られる。
工期が信頼区間 95%の下限値を下回ったプロジェクトはほとんどないことから、信頼区間 95%の下限値が工期短

縮限界の一つの目安となると考えられる。

図表 6-2-1 ● プロジェクト全体の工数と工期（新規開発）（信頼区間 50%、95% 付き）
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※表示されていないものが 1点ある。
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6.2.2　工数と工期：新規開発

ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業が行われたプロジェ
クトを対象に、開発 5工程での実績工数と、その工期（月数）の関係を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

工数と工期について、回帰式で確認した結果は次のようになる。
（工期）＝A ×（工数）B、A ＝ 0.31、B ＝ 0.34、R ＝ 0.77
＜注＞回帰式の利用に際しては、必ず本編「3.4 回帰式利用上の注意事項」を参照すること。

プロジェクト特性によるバラツキはあるが、工期は工数の 3乗根に比例する傾向が見られる。

図表 6-2-2 ● 開発 5 工程の工数と工期（新規開発）（信頼区間 50%、95% 付き）
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6.2.3　業種別の工数と工期：新規開発

図表 6-2-3 ● 業種別の工数と工期（新規開発）
本編は業種編のため、業種別分析は割愛する。
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6.2.4　アーキテクチャ別の工数と工期：新規開発

ここでは、新規開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業が行われたプロジェ
クトを対象に、開発 5工程での実績工数とその工期（月数）の関係を、システムが対象としているアーキ
テクチャ別に示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_アーキテクチャ 1/2/3 が明確なもの
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

実績工数の多少にかかわらず、実績月数が 10箇月以上のプロジェクトは、ほぼ「イントラネット /インターネット」
である。

図表 6-2-4 ● アーキテクチャ別の工数と工期（新規開発）
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6.2.5　工数と工期：改良開発、プロジェクト全体

ここでは、改良開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業が行われたプロジェ
クトを対象に、プロジェクト全体（開発 5工程を含む）での実績工数と工期（月数）の関係を示す。なお、
プロジェクト全体を対象にしているため、工数や工期の実績は、開発 5工程の分析に加えて、システム化
計画、総合テスト（ユーザ確認）の工程のデータも含む可能性がある。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの	
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・実績工数（プロジェクト全体）＞ 0
・実績月数（プロジェクト全体）＞ 0

■対象データ
・	Ｘ軸：実績工数（プロジェクト全体）（導出指標）
・	Y軸：実績月数（プロジェクト全体）（導出指標）
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図表 6-2-5 ● プロジェクト全体の工数と工期（改良開発）
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6.2.6　工数と工期：改良開発

ここでは、改良開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業が行われたプロジェ
クトを対象に、開発 5工程での実績工数と、その工期（月数）の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程）　（導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）　（導出指標）

図表 6-2-6 ● 開発 5 工程の工数と工期（改良開発）
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6.2.7　業種別の工数と工期：改良開発

図表 6-2-7 ● 業種別の工数と工期（改良開発）
本編は業種編のため、業種別分析は割愛する。

6.2.8　アーキテクチャ別の工数と工期：改良開発

ここでは、改良開発で開発 5工程（基本設計～総合テスト（ベンダ確認））の作業が行われたプロジェ
クトを対象に、開発 5工程での実績工数とその工期（月数）の関係を、システムが対象としているアーキ
テクチャ別に示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの	
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
　d：拡張のいずれか
・308_アーキテクチャ 1/2/3 が明確なもの
・実績工数（開発 5工程）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-2-8 ● アーキテクチャ別の工数と工期（改良開発）
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a：スタンドアロン
b：メインフレーム
c：２階層クライアント/サーバ
d：３階層クライアント/サーバ
e：イントラネット/インターネット
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6.3　FP規模と工数
この節では、FP規模と工数の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と
付記されたものについては、本編付録A.4 でその定義や導出方法を説明している。

本節では、FP規模データがあり、FP計測手法名が明確なプロジェクトを原則として対象とする。最初
に、全開発種別で、全体感を参考として示す。次に、開発種別毎にデータに絞り込んで分析を行う。
本編 3.3.3 項の趣旨に沿って軸を対数変換すると、関係がわかりやすくなる。

6.3.1　FP 規模と工数：全開発種別

ここでは、全開発種別（新規、改修・保守、再開発、拡張、再開発、パッケージ利用開発、OSS を含む
流用開発）で、FP規模と工数の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）　（導出指標）

他の開発プロジェクトの種別と比較して、「新規開発」は規模が大きい。

図表 6-3-1 ● FP 規模と工数（全開発種別）
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※表示されていないものが 1点ある。
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図表 6-3-2 ● FP 規模と工数（全開発種別）拡大図（FP ≦ 2,000 ＆工数≦ 50,000）
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図表 6-3-3 ● FP 規模と工数（全開発種別）対数表示
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6.3.2　FP 規模と工数：新規開発

ここでは、新規開発でであるプロジェクトを対象に、FP規模と工数の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトが a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-3-4 ● FP 規模と工数（新規開発）
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※表示されていないものが 1点ある。

図表 6-3-5 ● FP 規模と工数（新規開発）対数表示
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6.3.3　業種別の FP 規模と工数：新規開発

図表 6-3-6 ● 業種別の FP 規模と工数（新規開発）
本編は業種編のため、業種別分析は割愛する。

6.3.4　アーキテクチャ別の FP 規模と工数：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、FP規模と工数の関係について、システムが対象として
いるアーキテクチャ別に示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_アーキテクチャ 1/2/3 が明確なもの
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

他のアーキテクチャと比較して、「イントラネット /インターネット」は工数が大きい。

図表 6-3-7 ● アーキテクチャ別の FP 規模と工数（新規開発）
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e：イントラネット/インターネット

※表示されていないものが 1点ある。
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6.3.5　FP 規模と工数：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、FP規模と工数の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-3-8 ● FP 規模と工数（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-3-9 ● FP 規模と工数（改良開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

6.3.6　業種別の FP 規模と工数：改良開発

図表 6-3-10 ● 業種別の FP 規模と工数（改良開発）
本編は業種編のため、業種別分析は割愛する。

6.3.7　アーキテクチャ別の FP 規模と工数：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、FP規模と工数の関係について、システムが対象として
いるアーキテクチャ別に示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの	
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・308_アーキテクチャ 1/2/3 が明確なもの
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-3-11 ● アーキテクチャ別の FP 規模と工数（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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6.4　SLOC規模と工数
この節では、SLOC規模と工数の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）
と付記されたものについては、本編付録A.4 にてその定義や導出方法を説明する。

6.4.1　SLOC 規模と工数：全開発種別

ここでは、全開発種別（新規、改修・保守、再開発、拡張、パッケージ利用開発、OSS を含む流用開発）
でのプロジェクトを対象に、SLOC規模と工数の関係を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・312_主開発言語 _1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

SLOC規模と工数について、回帰式で確認した結果は次のようになる。
（工数）＝A ×（SLOC規模）B、A ＝ 13.9、B ＝ 0.62、R ＝ 0.78
＜注＞回帰式の利用に際しては、必ず「3.4 回帰式利用上の注意事項」を参照すること。

図表 6-4-1 ● SLOC 規模と工数（全開発種別）（信頼区間 50%、95% 付き）
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図表 6-4-2 ●  SLOC 規模と工数（全開発種別）（信頼区間 50%、95% 付き） 
 拡大図（SLOC 規模≦ 500,000 ＆工数≦ 200,000）
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図表 6-4-3 ● SLOC 規模と工数（全開発種別）対数表示
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6.4.2　SLOC 規模と工数：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と工数の関係を示す。本項は、8.3.1 項の「SLOC
規模と SLOC生産性：新規開発」と対で見ると良い。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語 _1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-4-4 ● SLOC 規模と工数（新規開発）
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※表示されていないものが 3点ある。

図表 6-4-5 ●  SLOC 規模と工数（新規開発） 
 拡大図（SLOC 規模≦ 500,000 ＆工数≦ 200,000）
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図表 6-4-6 ● SLOC 規模と工数（新規開発）対数表示
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6.4.3　業種別の SLOC 規模と工数：新規開発

図表 6-4-7 ● 業種別 SLOC 規模と工数（新規開発）
本編は業種編のため、業種別分析は割愛する。
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6.4.4　アーキテクチャ別の SLOC 規模と工数：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と工数の関係をアーキテクチャ別に示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・308_アーキテクチャ 1/2/3 が明確なもの
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-4-8 ● アーキテクチャ別 SLOC 規模と工数（新規開発）
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※表示されていないものが 3点ある。
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6.4.5　SLOC 規模と工数：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と工数の関係を示す。
本項は、8.3.2 項の「SLOC規模と SLOC生産性：改良開発」と対で見ると良い。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）　（導出指標）

SLOC規模と工数について、回帰式で確認した結果は次のようになる。
（工数）＝A ×（SLOC規模）B、A ＝ 2.7、B ＝ 0.81、R ＝ 0.86
＜注＞回帰式の利用に際しては、必ず「3.4 回帰式利用上の注意事項」を参照すること。

図表 6-4-9 ● SLOC 規模と工数（改良開発）（信頼区間 50%、95% 付き）
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図表 6-4-10 ●  SLOC 規模と工数（改良開発）（信頼区間 50%、95% 付き） 
 拡大図（SLOC 規模≦ 500,000 ＆工数≦ 200,000）
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図表 6-4-11 ● SLOC 規模と工数（改良開発）対数表示
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6.4.6　業種別の SLOC 規模と工数：改良開発

図表 6-4-12 ● 業種別 SLOC 規模と工数（改良開発）
本編は業種編のため、業種別分析は割愛する。
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6.4.7　アーキテクチャ別の SLOC 規模と工数：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と工数の関係をアーキテクチャ別に示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が	b：改修・保守、	
d：拡張のいずれか
・308_アーキテクチャ 1/2/3	が明確なもの
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞	0
・実績工数 ( 開発	5	工程 ) ＞	0

■対象データ
・X	軸：実効 SLOC実績値 ( 導出指標 )
・Y	軸：実績工数 ( 開発	5	工程 )　( 導出指標 )

図表 6-4-13 ● アーキテクチャ別 SLOC 規模と工数（改良開発）
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6.4.8　母体規模別の SLOC 規模と工数：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と工数の関係を母体規模別に示す。母体規模
は大・中・小の 3つに分けた。このうち、大は 200KSLOC以上、中は 50KSCLO以上 200KSCLO未満、小
は 50KSCLO未満である。それぞれ「母体規模大」「母体規模中」「母体規模小」とし、工数との関係を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・11003_SLOC実績値_母体＞ 0
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：実績工数（開発 5工程）（導出指標）

母体規模別で SLOC規模と工数について、回帰式で確認した結果は次のようになる。
（工数）＝A ×（SLOC規模）B、A ＝ 9.69、B ＝ 0.64、R ＝ 0.84
＜注＞回帰式の利用に際しては、必ず本編「3.4 回帰式利用上の注意事項」を参照すること。

図表 6-4-14 ● 母体規模別 SLOC 規模と工数（改良開発）（信頼区間 50%、95% 付き）
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図表 6-4-15 ● 母体規模別 SLOC 規模と工数（改良開発）対数表示
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6.5　FP規模と工期
この節では、FP規模と工期の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と
付記されたものについては、本編付録A.4 でその定義や導出方法を説明している。

本節では、FP規模データがあり、FP計測手法名が明確なプロジェクトを原則として対象とする。最初
に、全開発種別で、全体感を参考として示す。
本編 3.3.3 項の趣旨に沿って軸を対数変換すると、関係がわかりやすくなる。

6.5.1　FP 規模と工期：全開発種別

ここでは、全開発種別（新規、改修・保守、再開発、拡張、パッケージ利用開発、OSS を含む流用開発）
で、FP規模と工期の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-5-1 ● FP 規模と工期（全開発種別）
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図表 6-5-2 ● FP 規模と工期（全開発種別）対数表示
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6.5.2　FP 規模と工期：新規開発

ここでは、新規開発で、FP計測手法混在であるプロジェクトを対象に、FP規模と工期の関係について
示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-5-3 ● FP 規模と工期（新規開発）
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図表 6-5-4 ● FP 規模と工期（新規開発）対数表示
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6.5.3　FP 規模と工期：改良開発

ここでは、改良開発であるプロジェクトを対象に、FP規模と工期の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守・
d：拡張のいづれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-5-5 ● FP 規模と工期（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-5-6 ● FP 規模と工期（改良開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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6.6　SLOC規模と工期
この節では、SLOC規模と工期の関係を示す。本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）
と付記されたものについては、本編付録A.4 でその定義や導出方法を説明している。

6.6.1　SLOC 規模と工期：全開発種別

ここでは、全開発種別（新規、改修・保守、再開発、拡張、パッケージ利用開発、OSS 含む流用開発）で、
すべての言語混在のプロジェクトを対象に、SLOC規模と工期の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-6-1 ● SLOC 規模と工期（全開発種別）
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※表示されていないものが 3点ある。

図表 6-6-2 ● SLOC 規模と工期（全開発種別）対数表示
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6.6.2　SLOC 規模と工期：新規開発

ここでは、新規開発で、主開発言語混在であるプロジェクトを対象に、SLOC規模と工期の関係につい
て示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-6-3 ● SLOC 規模と工期（新規開発）
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※表示されていないものが 2点ある。

図表 6-6-4 ● SLOC 規模と工期（新規開発）対数表示
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6.6.3　SLOC 規模と工期：改良開発

ここでは、改良開発で、FP計測手法混在であるプロジェクトを対象に、SLOC規模と工期の関係につ
いて示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守・
d：拡張のいづれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績月数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値
・Y軸：実績月数（開発 5工程）（導出指標）

図表 6-6-5 ● SLOC 規模と工期（改良開発）
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図表 6-6-6 ● SLOC 規模と工期（改良開発）対数表示
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6.7　FP規模とSLOC規模
この節では、FP規模と SLOC規模の関係を示す。

6.7.1　FP 規模と SLOC 規模：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、FP規模と SLOC規模の関係について示す。

■層別定義
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・701_FP 計測手法が名明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実効 SLOC実績値＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：実効 SLOC実績値（導出指標）

図表 6-7-1 ● FP 規模と SLOC 規模（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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6.8　その他規模測定要素と工数
この節では、規模測定要素（DBテーブル、画面、帳票、バッチ）と工数の関係を示す。
なお、FP規模詳細値（ILF、EIF）は標本数が少ないため、今回から対象外とした。
工数と個々のDBテーブル数（6.8.1 項）、画面数（6.8.2 項）、帳票数（6.8.3 項）、バッチ数（6.8.4 項）と
は強い関係は見られない。

6.8.1　DB テーブル数と工数

ここでは、開発プロジェクトの種別における「新規開発」と「改良開発」で対象プロジェクトを分け、
DBテーブル数と工数の関係について示す。また、対数軸のグラフを示す。

◆ DB テーブル数と工数：新規開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5096_他規模指標DBテーブル数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5096_他規模指標DBテーブル数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-1 ● DB テーブル数と工数（新規開発）
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図表 6-8-2 ● DB テーブル数と工数（新規開発）対数表示
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◆ DB テーブル数と工数：改良開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・5096_他規模指標DBテーブル数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5096_他規模指標DBテーブル数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-3 ● DB テーブル数と工数（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-8-4 ● DB テーブル数と工数（改良開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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6.8.2　画面数と工数

ここでは、開発プロジェクトの種別における「新規開発」と「改良開発」で対象プロジェクトを分け、
画面数と工数の関係について示す。また、対数軸のグラフを示す。

◆画面数と工数：新規開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5097_他規模指標画面数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5097_他規模指標画面数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-5 ● 画面数と工数（新規開発）
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※表示されていないものが 1点ある。

図表 6-8-6 ● 画面数と工数（新規開発）対数表示

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

1 10 100 1,000 10,000

実
績
工
数
（
開
発
5工
程
）［
人
時
］

画面数

Copyright IPA SEC

N=12



 42 ● ソフトウェア開発データ白書 2018-2019　業種編（情報通信業）

◆画面数と工数：改良開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・5097_他規模指標画面数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5097_他規模指標画面数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-7 ● 画面数と工数（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-8-8 ● 画面数と工数（改良開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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6.8.3　帳票数と工数

ここでは、開発プロジェクトの種別における「新規開発」と「改良開発」で対象プロジェクトを分け、
帳票数と工数の関係について示す。また、対数軸のグラフを示す。

◆帳票数と工数：新規開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5098_他規模指標帳票数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5098_他規模指標帳票数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-9 ● 帳票数と工数（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-8-10 ● 帳票数と工数（新規開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

◆帳票数と工数：改良開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・	103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・5098_他規模指標帳票数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5098_他規模指標帳票数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-11 ● 帳票数と工数（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-8-12 ● 帳票数と工数（改良開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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6.8.4　バッチ本数と工数

ここでは、開発プロジェクトの種別における「新規開発」と「改良開発」で対象プロジェクトを分け、バッ
チ本数と工数の関係について示す。また、対数軸のグラフを示す。

◆バッチ本数と工数：新規開発

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5099_他規模指標バッチ本数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・X軸：5099_他規模指標バッチ本数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-13 ● バッチ本数と工数（新規開発）
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※表示されていないものが 1点ある。

図表 6-8-14 ● バッチ本数と工数（新規開発）対数表示
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◆バッチ本数と工数：改良開発

■層別定義
■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・5099_他規模指標バッチ本数＞ 0
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
■対象データ
・X軸：5099_他規模指標バッチ本数
・Y軸：実績工数（開発 5工程）

図表 6-8-15 ● バッチ本数と工数（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 6-8-16 ● バッチ本数と工数（改良開発）対数表示
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7　工程別の分析
この章では、工程別の工数と工期、成果物量、検出バグ数、生産性の分析結果を示す。

7.1　工程別の工期、工数
本節では、開発 5工程の工程ごとの工期、工数の比率に関する分析結果を示す。対象プロジェクトは、
開発 5工程（基本設計～総合テスト）のフェーズ有無がすべて○（有り）となっているプロジェクトとする。
本節では、各プロジェクトにおいて、開発 5工程の実績月数又は工数の合計を分母として各々の工程での
比率を算出する。なお、開発 5工程における比率であるため、P25、中央値、P75 などをそれぞれ合計し
ても 1とはならないことに注意されたい。
※本節の図表内の表記で、「総合テスト」は「総合テスト（ベンダ確認）」の工程を指すものとする。

7.1.1　工程別工期：新規開発

ここでは、開発 5工程における新規開発の工程別の実績月数の比率を示す。層別方法及び分析・集計の
対象データを明らかにした上で、工程別の実績月数の比率を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・開発 5工程について、各工程の実績月数にす
べて記入があり、各月数が 0より大きい

■対象データ
・実績月数基本設計、実績月数詳細設計、実績月
数製作、実績月数結合テスト、実績月数総合テ
スト

※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績デー
タから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場
合、月数の実績データがあれば、それで補完する。

月数の比率は製作工程で高く、総合テストで低い。

図表 7-1-1 ● 工程別の実績月数の比率（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-1-2 ● 工程別の実績月数の比率（新規開発、400FP 未満）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-1-3 ● 工程別の実績月数の比率の基本統計量（新規開発）
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 26 0.097 0.173 0.203 0.244 0.349 0.210 0.065
詳細設計 26 0.069 0.127 0.191 0.223 0.270 0.176 0.057
製作 26 0.122 0.181 0.235 0.291 0.484 0.250 0.089
結合テスト 26 0.038 0.127 0.204 0.257 0.345 0.200 0.079
総合テスト 26 0.048 0.121 0.157 0.209 0.261 0.164 0.062

図表 7-1-4 ● 工程別の実績月数の比率の基本統計量（新規開発、400FP 未満）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

さらに、要件定義工程も含めた 6工程における新規開発の工程別の実績月数の比率を示す。
層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、工程別の実績月数の比率を基本統計量で示
す。

■層別定義
・6工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・6工程について、各工程の実績月数にすべて記
入があり、各月数が 0より大きい

■対象データ
・実績月数要件定義、実績月数基本設計、実績月
数詳細設計、実績月数製作、実績月数結合テス
ト、実績月数総合テスト

※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績デー
タから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場
合、月数の実績データがあれば、それで補完する。

中央値で見ると、要件定義を含めた 6工程の月数に対する要件定義工程の月数の比率は 15%程度である。

図表 7-1-5 ● 要件定義工程も含めた工程別の実績月数の比率の基本統計量（新規開発）
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
要件定義 12 0.082 0.128 0.147 0.191 0.521 0.187 0.117
開発 5工程 12 0.479 0.809 0.853 0.872 0.918 0.813 0.117
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7.1.2　工程別工期：改良開発

ここでは、開発 5工程における、改良開発の工程別の実績月数の比率を示す。層別方法及び分析・集計
の対象データを明らかにした上で、工程別の実績月数の比率を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・開発 5工程について、各工程の実績月数にすべ
て記入があり、各月数が 0より大きい

■対象データ
・実績月数基本設計、実績月数詳細設計、実績月
数製作、実績月数結合テスト、実績月数総合テ
スト

※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績デー
タから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場
合、月数の実績データがあれば、それで補完する。

月数の比率は、新規開発に比べて、基本設計では高く、詳細設計では低い。

図表 7-1-6 ● 工程別の実績月数の比率（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-1-7 ● 工程別の実績月数の比率（改良開発、200FP 未満）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-1-8 ● 工程別の実績月数の比率の基本統計量（改良開発） 
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 53 0.083 0.186 0.244 0.289 0.459 0.243 0.084
詳細設計 53 0.045 0.119 0.164 0.213 0.330 0.170 0.065
製作 53 0.053 0.178 0.214 0.262 0.484 0.225 0.083
結合テスト 53 0.076 0.164 0.182 0.221 0.371 0.192 0.053
総合テスト 53 0.032 0.109 0.150 0.183 0.474 0.170 0.095

図表 7-1-9 ● 工程別の実績月数の比率の基本統計量（改良開発、200FP 未満）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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さらに、要件定義工程も含めた 6工程における改良開発の工程別の実績月数の比率を示す。
層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、工程別の実績月数の比率を基本統計量で示
す。

■層別定義
・6工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・6工程について、各工程の実績月数にすべて記
入があり、各月数が 0より大きい

■対象データ
・実績月数要件定義、実績月数基本設計、実績月
数詳細設計、実績月数製作、実績月数結合テス
ト、実績月数総合テスト

※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 6 つの値
を使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績デー
タから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場
合、月数の実績データがあれば、それで補完する。

図表 7-1-10 ● 要件定義工程も含めた工程別の実績月数の比率の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.1.3　工程別工期：再開発

ここでは、開発 5工程における、再開発の工程別の実績月数の比率を示す。層別方法及び分析・集計の
対象データを明らかにした上で、工程別の実績月数の比率を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・開発 5工程について、各工程の実績月数にすべ
て記入があり、各月数が 0より大きい

■対象データ
・実績月数基本設計、実績月数詳細設計、実績月
数製作、実績月数結合テスト、実績月数総合テ
スト

※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績デー
タから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場
合、月数の実績データがあれば、それで補完する。

図表 7-1-11 ● 工程別の実績月数の比率（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-1-12 ● 工程別の実績月数の比率の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

さらに、要件定義工程も含めた 6工程における改良開発の工程別の実績月数の比率を示す。
層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、工程別の実績月数の比率を基本統計量で示
す。

■層別定義
・6工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・6工程について、各工程の実績月数にすべて記
入があり、各月数が 0より大きい

■対象データ
・実績月数要件定義、実績月数基本設計、実績月
数詳細設計、実績月数製作、実績月数結合テス
ト、実績月数総合テスト

※各工程の実績月数は、これらの工程別実績月数の 6 つの値
を使用。すべて導出指標。工程の開始日、終了日の実績デー
タから算出した月数。開始日、終了日の実績データがない場
合、月数の実績データがあれば、それで補完する。

図表 7-1-13 ● 要件定義工程も含めた工程別の実績月数の比率の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.1.4　工程別工数：新規開発

ここでは、開発 5工程における、新規開発の工程別の実績工数の比率を示す。層別方法及び分析・集計
の対象データを明らかにした上で、工程別の実績工数の比率を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が
0より大きい

■対象データ
・実績工数（総計人時）基本設計、実績工数（総
計人時）詳細設計、実績工数（総計人時）製作、
実績工数（総計人時）結合テスト、実績工数（総
計人時）総合テスト

※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工
数合計の人時換算値。

開発工数で見ると、新規開発では他の工程と比べて製作工程の工数の比率が高く 30%を超えている。

図表 7-1-14 ● 工程別の実績工数の比率（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-1-15 ● 工程別の実績工数の比率（新規開発、400FP 未満）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-1-16 ● 工程別の実績工数の比率の基本統計量（新規開発） 
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 43 0.046 0.120 0.168 0.208 0.514 0.175 0.092
詳細設計 43 0.014 0.123 0.165 0.218 0.737 0.181 0.110
製作 43 0.016 0.236 0.324 0.391 0.707 0.320 0.127
結合テスト 43 0.010 0.155 0.216 0.258 0.390 0.206 0.082
総合テスト 43 0.016 0.070 0.099 0.144 0.399 0.118 0.076

図表 7-1-17 ● 工程別の実績工数の比率の基本統計量（新規開発、400FP 未満）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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さらに、要件定義工程も含めた 6工程における、新規開発の工程別の実績工数の比率を示す。層別方法
及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、工程別の実績工数の比率を基本統計量で示す。

■層別定義
・6工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が
0より大きい

■対象データ
・実績工数（総計人時）要件定義、実績工数（総
計人時）基本設計、実績工数（総計人時）詳細
設計、実績工数（総計人時）製作、実績工数（総
計人時）結合テスト、実績工数（総計人時）総
合テスト

※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 6 つの値
を使用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工
数合計の人時換算値。

中央値で見ると、要件定義を含めた 6工程の工数に対する要件定義工程の工数の比率は 6%程度である。

図表 7-1-18 ● 要件定義工程も含めた工程別の実績工数の比率の基本統計量（新規開発） 
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
要件定義 22 0.003 0.031 0.062 0.114 0.209 0.078 0.061
開発 5工程 22 0.791 0.886 0.938 0.969 0.997 0.922 0.061
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7.1.5　工程別工数：改良開発

ここでは、開発 5工程における改良開発の工程別の実績工数の比率を示す。層別方法及び分析・集計の
対象データを明らかにした上で、工程別の実績工数の比率を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が
0より大きい

■対象データ
・実績工数（総計人時）基本設計、実績工数（総
計人時）詳細設計、実績工数（総計人時）製作、
実績工数（総計人時）結合テスト、実績工数（総
計人時）総合テスト

※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工
数合計の人時換算値。

新規開発と同様、製作工程の工数の比率が高い。

図表 7-1-19 ● 工程別の実績工数の比率（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-1-20 ● 工程別の実績工数の比率（改良開発、200FP 未満）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-1-21 ● 工程別の実績工数の比率の基本統計量（改良開発） 
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 75 0.028 0.122 0.165 0.213 0.476 0.177 0.079
詳細設計 75 0.008 0.104 0.134 0.192 0.364 0.148 0.070
製作 75 0.040 0.200 0.247 0.321 0.783 0.267 0.127
結合テスト 75 0.058 0.141 0.196 0.245 0.447 0.200 0.080
総合テスト 75 0.020 0.120 0.167 0.250 0.810 0.208 0.149

図表 7-1-22 ● 工程別の実績工数の比率の基本統計量（改良開発、200FP 未満）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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さらに、要件定義工程も含めた 6工程における、改良開発の工程別の実績工数の比率を示す。
層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、工程別の実績工数の比率を基本統計量で示
す。

■層別定義
・6工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が
0より大きい

■対象データ
・実績工数（総計人時）要件定義、実績工数（総
計人時）基本設計、実績工数（総計人時）詳細
設計、実績工数（総計人時）製作、実績工数（総
計人時）結合テスト、実績工数（総計人時）総
合テスト

※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 6 つの値
を使用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工
数合計の人時換算値。

中央値で見ると、要件定義を含めた 6工程の工数に対する要件定義工程の工数の比率は 6%程度である。

図表 7-1-23 ● 要件定義工程も含めた工程別の実績工数の比率の基本統計量（改良開発） 
［比率］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
要件定義 15 0.008 0.041 0.064 0.163 0.360 0.106 0.098
開発 5工程 15 0.640 0.837 0.936 0.959 0.992 0.894 0.098
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7.1.6　工程別工数：再開発

ここでは、開発 5工程における、再開発の工程別の実績工数の比率を示す。層別方法及び分析・集計の
対象データを明らかにした上で、工程別の実績工数の比率を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が
0より大きい

■対象データ
・実績工数（総計人時）基本設計、実績工数（総
計人時）詳細設計、実績工数（総計人時）製作、
実績工数（総計人時）結合テスト、実績工数（総
計人時）総合テスト

※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 5 つの値
を使用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工
数合計の人時換算値。

図表 7-1-24 ● 工程別の実績工数の比率（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-1-25 ● 工程別の実績工数の比率の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

さらに、要件定義工程も含めた 6工程における、新規開発の工程別の実績工数の比率を示す。層別方法
及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、工程別の実績工数の比率を基本統計量で示す。

■層別定義
・6工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・工程別の実績工数にすべて記入があり、各値が
0より大きい

■対象データ
・実績工数（総計人時）要件定義、実績工数（総
計人時）基本設計、実績工数（総計人時）詳細
設計、実績工数（総計人時）製作、実績工数（総
計人時）結合テスト、実績工数（総計人時）総
合テスト

※各工程の実績工数は、これらの工程別実績工数の 6 つの値
を使用。すべて導出指標。各工程の社内、外部委託の実績工
数合計の人時換算値。

図表 7-1-26 ● 要件定義工程も含めた工程別の実績工数の比率の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.2　設計書ページ数
本節では、設計工程における設計書文書量に関して、開発規模（FP規模又は SLOC規模）あたりの設
計書ページ数（設計文書化密度）を分析した結果を示す。対象プロジェクトは、開発 5工程（基本設計～
総合テスト（ベンダ確認））のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。

7.2.1　FP 規模あたりの設計書ページ数：新規開発

ここでは、新規開発について、FP規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5092_設計書文書量_基本設計書
・5093_設計書文書量_詳細設計書

図表 7-2-1 ● FP 規模あたりの設計書ページ数（新規開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-2-2 ● FP 規模あたりの設計書ページ数の基本統計量（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.2.2　FP 規模あたりの設計書ページ数：改良開発

ここでは、改良開発について、FP規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・�103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5092_設計書文書量_基本設計書
・5093_設計書文書量_詳細設計書

図表 7-2-3 ● FP 規模あたりの設計書ページ数（改良開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-2-4 ● FP 規模あたりの設計書ページ数の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.2.3　FP 規模あたりの設計書ページ数：再開発

ここでは、再開発について、FP規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5092_設計書文書量_基本設計書
・5093_設計書文書量_詳細設計書

図表 7-2-5 ● FP 規模あたりの設計書ページ数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-2-6 ● FP 規模あたりの設計書ページ数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.2.4　SLOC 規模あたりの設計書ページ数：新規開発

ここでは、新規開発について、SLOC規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5092_設計書文書量_基本設計書
・5093_設計書文書量_詳細設計書

図表 7-2-7 ● SLOC 規模あたりの設計書ページ数（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-2-8 ● SLOC 規模あたりの設計書ページ数の基本統計量（新規開発） 
［ページ /KSLOC］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 10 3.64 5.31 8.39 13.32 25.45 10.18 6.72
詳細設計 10 2.76 9.30 15.83 26.42 41.91 18.82 13.87



７.　工程別の分析

61ソフトウェア開発データ白書 2018-2019　業種編（情報通信業） ●

7.2.5　SLOC 規模あたりの設計書ページ数：改良開発

ここでは、改良開発について、SLOC規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・�103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5092_設計書文書量_基本設計書
・5093_設計書文書量_詳細設計書

新規開発に比べて基本設計書、詳細設計書とも SLOCあたりのページ数が多い。

図表 7-2-9 ● SLOC 規模あたりの設計書ページ数（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-2-10 ● SLOC 規模あたりの設計書ページ数の基本統計量（改良開発） 
［ページ /KSLOC］

工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 32 0.58 7.03 11.32 16.02 196.96 17.42 33.48
詳細設計 32 1.05 13.51 18.01 23.82 349.17 29.06 59.18
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7.2.6　SLOC 規模あたりの設計書ページ数：再開発

ここでは、再開発について、SLOC規模あたりの基本設計書ページ数及び詳細設計書ページ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5092_設計書文書量_基本設計書
・5093_設計書文書量_詳細設計書

図表 7-2-11 ● SLOC 規模あたりの設計書ページ数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-2-12 ● SLOC 規模あたりの設計書ページ数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.3　レビュー指摘件数
本節では、設計工程のレビュー指摘件数に関する分析結果を示す。対象プロジェクトは、開発 5工程（基
本設計～総合テスト）のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。
※本節の図表内の表記で「総合テスト」は「総合テスト（ベンダ確認）」の工程を指すものとする。

7.3.1　基本設計工程の指摘件数：全開発種別

ここでは、基本設計工程のレビュー指摘件数に対する密度（FP規模あたりの件数、SLOC規模あたり
の件数、工数あたり、ページあたりの件数）を示す。
なお、工数は基本設計工程のレビュー工数を使用した。密度は、1,000 人時あたりと 160 人時あたりの 2
種類を掲載する。層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、基本設計工程のレビュー指
摘件数に対する密度の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数（基本
設計）の記入があるもの
・FP規模あたりの件数を算出する場合：�
5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・SLOC規模あたりの件数を算出する場合：�
実効 SLOC実績値＞ 0
・工数あたりの件数を算出する場合：�
5208_レビュー実績（工数）_基本設計＞ 0
・ページあたりの件数を算出する場合：�
5092_設計書文書量基本設計書＞ 0

■対象データ
・5249_設計フェーズ別レビュー指摘件数�
（基本設計）

図表 7-3-1 ● FP 規模あたりの基本設計レビュー指摘件数の基本統計量
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-3-2 ● SLOC 規模あたりの基本設計レビュー指摘件数の基本統計量
［件／ KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
41 0.000 0.756 2.858 5.853 25.586 4.927 5.898

図表 7-3-3 ● 工数あたりの基本設計レビュー指摘件数の基本統計量（1）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-3-4 ● 工数あたりの基本設計レビュー指摘件数の基本統計量（2）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-3-5 ● ページあたりの基本設計レビュー指摘件数の基本統計量
［件／ページ］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
21 0.026 0.226 0.302 0.804 1.300 0.494 0.380
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7.3.2　詳細設計工程の指摘件数：全開発種別

ここでは、詳細設計工程のレビュー指摘件数に対する密度（FP規模あたりの件数、SLOC規模あたり
の件数、工数あたり、ページあたりの件数）を示す。
なお、工数は詳細設計工程のレビュー工数を使用した。密度は、1,000 人時あたりと 160 人時あたりの 2
種類を掲載する。層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、詳細設計工程のレビュー指
摘件数に対する密度の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・5250_設計フェーズ別レビュー指摘件数（詳細
設計）の記入があるもの
・FP規模あたりの件数を算出する場合：�
5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・SLOC規模あたりの件数を算出する場合：�
実効 SLOC実績値＞ 0
・工数あたりの件数を算出する場合：�
5209_レビュー実績（工数）_詳細設計＞ 0
・ページあたりの件数を算出する場合：�
5093_設計書文書量詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5250_設計フェーズ別レビュー指摘件数�
（詳細設計）

図表 7-3-6 ● FP 規模あたりの詳細設計レビュー指摘件数の基本統計量
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-3-7 ● SLOC 規模あたりの詳細設計レビュー指摘件数の基本統計量
［件／ KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
48 0.00 0.55 2.82 4.89 28.23 4.23 5.16

図表 7-3-8  ● 工数あたりの詳細設計レビュー指摘件数の基本統計量（1）
［件／ 1,000 人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
27 0.0 203.3 571.1 1,223.2 5,000.0 1,127.9 1,387.7

図表 7-3-9 ● 工数あたりの詳細設計レビュー指摘件数の基本統計量（2）
［件／ 160 人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
27 0.0 32.5 91.4 195.7 800.0 180.5 222.0

図表 7-3-10 ● ページあたりの基本設計レビュー指摘件数の基本統計量
［件／ページ］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
26 0.003 0.114 0.233 0.360 1.161 0.291 0.269
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7.3.3　製作工程の指摘件数：全開発種別

ここでは、製作工程のレビュー指摘件数に対する密度（工数あたり）を示す。
7.3.1 項の基本設計工程に示した他の密度（FP規模あたりの件数、SLOC規模あたりの件数、工数あた
りの件数、ページあたりの件数）については、回答数が少ないため掲載対象外とした。
工数は製作工程のレビュー工数を使用した。密度は、1,000 人時あたりと 160 人時あたりの 2種類を掲
載する。層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、製作工程のレビュー指摘件数に対す
る密度の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・10080_レビュー指摘件数（製作）の記入がある
もの
・5210_レビュー実績（工数）製作＞ 0

■対象データ
・10080_レビュー指摘件数（製作）

図表 7-3-11 ● 工数あたりの製作工程レビュー指摘件数の基本統計量（1）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-3-12 ● 工数あたりの製作工程レビュー指摘件数の基本統計量（2）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.4　レビュー実績工数
本節では、設計工程のレビュー実績工数に関する分析結果を示す。対象プロジェクトは、開発 5工程（基
本設計～総合テスト）のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。
※本節の図表内の表記で「総合テスト」は「総合テスト（ベンダ確認）」の工程を指すものとする。

7.4.1　基本設計工程の実績工数：新規開発、改良開発、再開発

ここでは、基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度（ページあたりの工数）を示す。
工数は開発 5工程の実績工数を使用した。層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、
基本設計工程のレビュー実績工数に対する密度の基本統計量を示す。

◆基本設計工程の実績工数：新規開発

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5208_レビュー実績（工数）_基本設計＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0

■対象データ
・5208_レビュー実績（工数）_基本設計

図表 7-4-1 ● ページあたりの基本設計レビュー実績工数の基本統計量（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

◆基本設計工程の実績工数：改良開発

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・5208_レビュー実績（工数）_基本設計＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0

■対象データ
・5208_レビュー実績（工数）_基本設計

図表 7-4-2 ● ページあたりの基本設計レビュー実績工数の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

◆基本設計工程の実績工数：再開発

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・5208_レビュー実績（工数）_基本設計＞ 0
・5092_設計書文書量_基本設計書＞ 0

■対象データ
・5208_レビュー実績（工数）_基本設計

図表 7-4-3 ● ページあたりの基本設計レビュー実績工数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.4.2　詳細設計工程の実績工数：新規開発、改良開発、再開発

ここでは、詳細設計工程のレビュー実績工数に対する密度（ページあたりの工数）を示す。
工数は開発 5工程の実績工数を使用した。層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、
詳細設計工程のレビュー実績工数に対する密度の基本統計量を示す。

◆詳細設計工程の実績工数：新規開発

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・5209_レビュー実績（工数）_詳細設計＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5209_レビュー実績（工数）_詳細設計

図表 7-4-4 ● ページあたりの詳細設計レビュー実績工数の基本統計量（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

◆詳細設計工程の実績工数：改良開発

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・5209_レビュー実績（工数）_詳細設計＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5209_レビュー実績（工数）_詳細設計

図表 7-4-5 ● ページあたりの詳細設計レビュー実績工数の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

◆詳細設計工程の実績工数：再開発

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・5209_レビュー実績（工数）_詳細設計＞ 0
・5093_設計書文書量_詳細設計書＞ 0

■対象データ
・5209_レビュー実績（工数）_詳細設計

図表 7-4-6 ● ページあたりの詳細設計レビュー実績工数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.4.3　各工程のレビュー実績工数比率

ここでは、基本設計、詳細設計、製作の 3工程について、レビュー実績工数の比率を示す。
層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした上で、各工程のレビュー実績工数の比率（該当の
工程のレビュー工数 /該当工程の工数）を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・各工程におけるレビュー実績工数＞ 0
・各工程における実績工数（総計人時）＞ 0

■対象データ
・レビュー実績工数（基本設計）、レビュー実績
工数（詳細設計）、レビュー実績工数（製作）
・実績工数（総計人時）基本設計、実績工数（総
計人時）詳細設計、実績工数（総計人時）製作

図表 7-4-7 ● 工程別レビュー実績工数比率　箱ひげ図
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図表 7-4-8 ● 工程別レビュー実績工数比率の基本統計量
［比率］

レビュー実績工数比率 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 59 0.007 0.059 0.090 0.157 0.543 0.119 0.101
詳細設計 44 0.018 0.066 0.106 0.160 0.297 0.116 0.072
製作 23 0.010 0.025 0.037 0.068 0.150 0.050 0.033
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7.5　テスト工程別のテストケース数と検出バグ数
本節では、結合テスト、総合テストの 2工程について、規模あたりと工数あたりのテストケース数、検
出バグ現象数、検出バグ原因数及び規模あたりのテストケース数を示す。対象プロジェクトは、開発 5工
程（基本設計～総合テスト）のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。
なお、現象数と原因数のデータを提出しているプロジェクトは重なりが少ないため、数だけのデータで
は比較できないことに留意されたい。
※本節の図表内の表記で、「総合テスト」は「総合テスト（ベンダ確認）」の工程を指すものとする。

7.5.1　FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：全開発種別

ここでは、FP規模あたりのテストケース数、検出バグ数を示す。層別方法及び分析・集計の対象デー
タを明らかにした上で、テスト工程別の FP規模あたりテストケース数、検出バグ現象数、検出バグ原因
数を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・701_FP 計測手法（実績値）は混在（手法名不
明も含む）
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、FP規模あたりの結合テストケース数は FP規模あたりの総合テストケース数の約 7.6 倍である。

図表 7-5-1 ● FP 規模あたりのテストケース数（全開発種別）箱ひげ図
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図表 7-5-2 ● FP 規模あたりの検出バグ数（全開発種別）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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図表 7-5-3 ●  テスト工程別 FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量 
 （全開発種別） 

［件／ KFP］
N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差

結合テスト（テストケース） 11 4.8 352.9 1,254.5 6,030.8 22,537.8 5,417.3 8,422.5
総合テスト（テストケース） 10 49.6 75.3 164.1 227.6 1,435.1 274.2 415.2
結合テスト検出バグ数（現象） 9 － － 57.4 － － － －
総合テスト検出バグ数（現象） 8 － － 14.6 － － － －
結合テスト検出バグ数（原因） 3 － － － － － － －
総合テスト検出バグ数（原因） 3 － － － － － － －

図表 7-5-4 ●  FP 規模あたりのテストケース数と FP 規模あたりの検出バグ現象数 
 （結合テスト、全開発種別）

分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-5 ●  FP 規模あたりのテストケース数と FP 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、全開発種別）

分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

7.5.2　FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：新規開発

ここでは、新規開発について、FP規模あたりのテストケース数と検出バグ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

図表 7-5-6 ● FP 規模あたりのテストケース数（新規開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-7 ● FP 規模あたりの検出バグ数（新規開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-8 ● テスト工程別 FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.5.3　FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：改良開発

ここでは、改良開発について、FP規模あたりのテストケース数と検出バグ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

図表 7-5-9 ● FP 規模あたりのテストケース数（改良開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-10 ● FP 規模あたりの検出バグ数（改良開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-11 ● テスト工程別 FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

7.5.4　FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：再開発

ここでは、再開発について、FP規模あたりのテストケース数と検出バグ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

図表 7-5-12 ● FP 規模あたりのテストケース数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-13 ● FP 規模あたりの検出バグ数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-14 ● テスト工程別 FP 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.5.5　FP 規模あたりのテスト工数：新規開発

ここでは、新規開発について、FP規模あたりのテスト実績工数の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（総計人時）結合テスト＞ 0
・実績工数（総計人時）総合テスト＞ 0

■対象データ
・実績工数（総計人時）結合テスト工数
・実績工数（総計人時）総合テスト工数

 図表 7-5-15 ● FP 規模あたりのテスト実績工数の基本統計量（新規開発）
［人時／ KFP］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 13 7.2 496.0 791.1 2,725.9 5,264.5 1,533.9 1,646.2
総合テスト 13 21.6 186.0 377.8 875.0 5,586.4 1,010.8 1,571.6

7.5.6　FP 規模あたりのテスト工数：改良開発

ここでは、改良開発について、FP規模あたりのテスト実績工数の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・�103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（総計人時）結合テスト＞ 0
・実績工数（総計人時）総合テスト＞ 0

■対象データ
・実績工数（総計人時）結合テスト工数
・実績工数（総計人時）総合テスト工数

�
図表 7-5-16 ● FP 規模あたりのテスト実績工数の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.5.7　FP 規模あたりのテスト工数：再開発

ここでは、再開発について、FP規模あたりのテスト実績工数の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：再開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・実績工数（総計人時）結合テスト＞ 0
・実績工数（総計人時）総合テスト＞ 0

■対象データ
・実績工数（総計人時）結合テスト工数
・実績工数（総計人時）総合テスト工数

�
図表 7-5-17 ● FP 規模あたりのテスト実績工数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

7.5.8　SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：全開発種別

ここでは、SLOC規模あたりのテストケース数、検出バグ数を示す。層別方法及び分析・集計の対象デー
タを明らかにした上で、テスト工程別の SLOC規模あたりテストケース数、検出バグ現象数、検出バグ原
因数を箱ひげ図及び基本統計量で示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・312_主開発言語 _1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、SLOC規模あたりの結合テストケース数は SLOC規模あたりの総合テストケース数の約 3.5 倍である。

図表 7-5-18 ● SLOC 規模あたりのテストケース数（全開発種別）箱ひげ図
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図表 7-5-19 ● SLOC 規模あたりの検出バグ数（全開発種別）箱ひげ図
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図表 7-5-20 ●  テスト工程別 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量 
 （全開発種別）

［件／ KSLOC］
N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差

結合テスト（テストケース） 98 0.6 38.2 59.9 106.4 1,513.5 112.2 215.3
総合テスト（テストケース） 91 0.5 8.3 17.3 33.7 108.1 26.4 25.7
結合テスト検出バグ数（現象） 85 0.00 0.55 1.21 2.64 27.03 2.23 3.65
総合テスト検出バグ数（現象） 79 0.00 0.01 0.12 0.68 7.14 0.52 0.99
結合テスト検出バグ数（原因） 32 0.00 0.32 1.10 1.52 3.49 1.21 1.07
総合テスト検出バグ数（原因） 31 0.00 0.09 0.29 0.54 1.91 0.43 0.47

図表 7-5-21 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （結合テスト、全開発種別）
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図表 7-5-22 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （結合テスト、全開発種別） 
 拡大図（テストケース密度≦ 200 ＆バグ密度≦ 20）
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図表 7-5-23 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、全開発種別）
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図表 7-5-24 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、全開発種別） 
 拡大図（テストケース密度≦ 100 ＆バグ密度≦ 5.0）
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7.5.9　SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：新規開発

ここでは、新規開発について、SLOC規模あたりのテストケース数と検出バグ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、FP規模あたりの結合テストケース数は FP規模あたりの総合テストケース数の約 3.9 倍である。

図表 7-5-25 ● SLOC 規模あたりのテストケース数（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-5-26 ● SLOC 規模あたりの検出バグ数（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-5-27 ●  テスト工程別 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量 
 （新規開発）

［件 /KSLOC］
N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差

結合テスト（テストケース） 27 2.7 31.0 60.0 91.2 167.1 64.0 44.7
総合テスト（テストケース） 26 0.5 6.8 15.2 25.1 70.0 19.6 18.2
結合テスト検出バグ数（現象） 21 0.25 1.14 1.50 2.99 4.60 1.96 1.23
総合テスト検出バグ数（現象） 21 0.00 0.05 0.33 1.04 2.73 0.68 0.77
結合テスト検出バグ数（原因） 12 0.05 0.32 0.94 1.87 3.00 1.21 1.16
総合テスト検出バグ数（原因） 11 0.01 0.12 0.33 0.85 1.91 0.62 0.69

図表 7-5-28 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （結合テスト、新規開発）
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図表 7-5-29 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、新規開発）
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図表 7-5-30 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
（総合テスト（ベンダ確認）、新規開発） 
 拡大図（テストケース密度≦ 40 ＆バグ密度≦ 4.0）
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7.5.10　SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：改良開発

ここでは、改良開発について、SLOC規模あたりのテストケース数と検出バグ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、SLOC規模あたりの結合テストケース数は SLOC規模あたりの総合テストケース数の 3.6 倍である。

図表 7-5-31 ● SLOC 規模あたりのテストケース数（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-5-32 ● SLOC 規模あたりの検出バグ数（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-5-33 ● テスト工程別 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（新規開発）
［件 /KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト（テストケース） 63 0.6 51.2 65.5 114.8 1,513.5 142.8 262.4
総合テスト（テストケース） 59 1.5 10.0 18.3 42.0 108.1 30.0 28.4
結合テスト検出バグ数（現象） 56 0.00 0.27 0.94 2.29 27.03 2.16 4.14
総合テスト検出バグ数（現象） 52 0.00 0.00 0.08 0.53 1.79 0.31 0.43
結合テスト検出バグ数（原因） 17 0.00 0.55 1.22 1.54 3.49 1.34 1.05
総合テスト検出バグ数（原因） 17 0.00 0.11 0.29 0.52 0.79 0.35 0.27

図表 7-5-34 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （結合テスト、改良開発）
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※表示されていないものが 1点ある。
 

図表 7-5-35 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、改良開発）
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図表 7-5-36 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、改良開発） 
 拡大図（テストケース密度≦ 60 ＆検出バグ密度≦ 2.0）
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7.5.11　SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数：再開発

ここでは、再開発について、SLOC規模あたりのテストケース数と検出バグ数を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

図表 7-5-37 ● SLOC 規模あたりのテストケース数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-38 ● SLOC 規模あたりの検出バグ数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-39 ● テスト工程別 SLOC 規模あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-40 ● SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数（結合テスト、再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-41 ●  SLOC 規模あたりのテストケース数と SLOC 規模あたりの検出バグ現象数 
 （総合テスト（ベンダ確認）、改良開発）

分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.5.12　SLOC 規模あたりのテスト工数：新規開発

ここでは、新規開発について、SLOC規模あたりのテスト実績工数の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（総計人時）結合テスト＞ 0
・実績工数（総計人時）総合テスト＞ 0

■対象データ
・実績工数（総計人時）結合テスト工数
・実績工数（総計人時）総合テスト工数

図表 7-5-42 ● SLOC 規模あたりのテスト実績工数の基本統計量（新規開発）
［人時／ KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 35 0.9 13.8 27.0 51.8 30,093.2 892.2 5,081.1
総合テスト 35 0.4 4.8 17.6 28.1 28,695.7 844.8 4,846.3

7.5.13　SLOC 規模あたりのテスト工数：改良開発

ここでは、改良開発について、SLOC規模あたりのテスト実績工数の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、�
d：拡張のいずれか
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（総計人時）結合テスト＞ 0
・実績工数（総計人時）総合テスト＞ 0

■対象データ
・実績工数（総計人時）結合テスト工数
・実績工数（総計人時）総合テスト工数

図表 7-5-43 ● SLOC 規模あたりのテスト実績工数の基本統計量（改良開発）
［人時／ KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 57 1.2 33.9 74.1 104.5 314.3 80.4 63.6
総合テスト 57 5.5 28.0 57.6 120.4 934.9 98.5 142.5

7.5.14　SLOC 規模あたりのテスト工数：再開発

ここでは、再開発について、SLOC規模あたりのテスト実績工数の基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・実効 SLOC実績値＞ 0
・実績工数（総計人時）結合テスト＞ 0
・実績工数（総計人時）総合テスト＞ 0

■対象データ
・実績工数（総計人時）結合テスト工数
・実績工数（総計人時）総合テスト工数

図表 7-5-44 ● SLOC 規模あたりのテスト実績工数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.5.15　母体規模別の SLOC 規模とテストケース数：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模とテストケース数の関係を母体規模別に示す。
ここでは母体規模を大・中・小の 3つに分けた。このうち、大は 200KSLOC 以上、中は 50KSLOC 以
上～ 200KSLOC未満、小は 50KSLOC未満である。それぞれ「母体規模大」「母体規模中」「母体規模小」
とし、関係を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、�
d：拡張のいずれか
・11003_SLOC実績値_母体＞ 0
・実効 SLOC実績値＞ 0
・5252_テストケース数_総合テスト＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：テストケース数総合テスト

図表 7-5-45 ● 母体規模別 SLOC 規模とテストケース数（総合テスト（ベンダ確認））（改良開発）
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図表 7-5-46 ● 母体規模別 SLOC 規模とテストケース数（総合テスト（ベンダ確認））（改良開発）対数表示
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7.5.16　工数あたりのテストケース数、検出バグ数：全開発種別

ここでは、工数あたりのテストケース数、検出バグ数を示す。工数は開発5工程の実績工数を使用し、1,000
人時あたりと 160 人時あたりの 2種類を掲載する。層別方法及び分析・集計の対象データを明らかにした
上で、それぞれの箱ひげ図及び基本統計量を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が明確なもの
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、工数あたりの結合テストケース数は工数あたりの総合テストケース数の約 4.2 倍である。工数あたり
の検出バグ数（現象）は、結合テストは総合テストの約 5.8 倍である。

図表 7-5-47 ● 工数あたりのテストケース数（全開発種別）箱ひげ図
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図表 7-5-48 ● 工数あたりの検出バグ数（全開発種別）箱ひげ図
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図表 7-5-49 ●  テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量 
 （全開発種別）（1） 

［件／ 1,000 人時］
N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差

結合テスト（テストケース） 82 0.9 84.0 157.8 364.3 2462.5 306.2 391.7
総合テスト（テストケース） 82 1.9 19.9 37.7 75.9 605.3 76.5 106.2
結合テスト検出バグ数（現象） 83 0.05 0.93 3.90 8.84 45.48 7.18 9.29
総合テスト検出バグ数（現象） 83 0.00 0.04 0.67 1.98 36.30 2.26 5.28
結合テスト検出バグ数（原因） 20 0.01 0.70 2.32 7.42 23.54 4.66 5.85
総合テスト検出バグ数（原因） 20 0.01 0.28 0.76 1.30 15.09 1.97 3.61

図表 7-5-50 ●  テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量 
 （全開発種別）（2） 

［件／ 160 人時］
N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差

結合テスト（テストケース） 82 0.1 13.4 25.2 58.3 394.0 49.0 62.7
総合テスト（テストケース） 82 0.3 3.2 6.0 12.1 96.9 12.2 17.0
結合テスト検出バグ数（現象） 83 0.01 0.15 0.62 1.41 7.28 1.15 1.49
総合テスト検出バグ数（現象） 83 0.00 0.01 0.11 0.32 5.81 0.36 0.84
結合テスト検出バグ数（原因） 20 0.00 0.11 0.37 1.19 3.77 0.75 0.94
総合テスト検出バグ数（原因） 20 0.00 0.04 0.12 0.21 2.42 0.31 0.58

7.5.17　工数あたりのテストケース数、検出バグ数：新規開発

ここでは、新規開発について、工数（開発 5工程の実績工数）あたりのテストケース数に続き、規模別
の基本統計量も示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、工数あたりの結合テストケース数は工数あたりの総合テストケース数の約 4.0 倍である。工数あたり
の検出バグ数（現象）は、結合テストは総合テストの約 3.8 倍である。

図表 7-5-51 ● 工数あたりのテストケース数（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-5-52 ● 工数あたりの検出バグ数（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-5-53 ● テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（新規開発）（1）
［件／ 1,000 人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト（テストケース） 23 7.7 103.7 233.4 471.0 2,462.5 426.0 557.4
総合テスト（テストケース） 23 2.1 12.4 57.8 115.9 332.7 79.9 82.6
結合テスト検出バグ（現象） 24 0.37 3.32 7.17 13.50 39.24 10.12 9.67
総合テスト検出バグ（現象） 24 0.00 0.56 1.90 3.22 23.54 3.44 5.44
結合テスト検出バグ（原因） 7 － － 7.40 － － － －
総合テスト検出バグ（原因） 7 － － 2.16 － － － －

図表 7-5-54 ● テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（新規開発）（2）
［件／ 160 人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト（テストケース） 23 1.2 16.6 37.3 75.4 394.0 68.2 89.2
総合テスト（テストケース） 23 0.3 2.0 9.2 18.5 53.2 12.8 13.2
結合テスト検出バグ数（現象） 24 0.06 0.53 1.15 2.16 6.28 1.62 1.55
総合テスト検出バグ数（現象） 24 0.00 0.09 0.30 0.51 3.77 0.55 0.87
結合テスト検出バグ数（原因） 7 － － 1.18 － － － －
総合テスト検出バグ数（原因） 7 － － 0.35 － － － －

図表 7-5-55 ● SLOC 規模別　工数あたりの総合テストケース数の基本統計量（新規開発）
［件／ 1,000 人時］

SLOC規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
40KSLOC未満 19 8.2 31.4 53.2 92.8 203.4 69.3 55.7
40KSLOC以上 100KSLOC未満 5 － － 121.8 － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 1 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －

図表 7-5-56 ● SLOC 規模別　工数あたりの総合テストバグ現象数の基本統計量（新規開発）
［件／ 1,000 人時］

SLOC規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
40KSLOC未満 15 0.00 0.29 2.06 3.27 8.53 2.36 2.46
40KSLOC以上 100KSLOC未満 4 － － － － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 1 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －
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7.5.18　工数あたりのテストケース数、検出バグ数：改良開発

ここでは、改良開発について、工数（開発 5工程の実績工数）あたりのテストケース数に続き、規模別
の基本統計量も示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・�103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

中央値では、工数あたりの結合テストケース数は工数あたりの総合テストケース数の約 4.0 倍である。工数あたり
の検出バグ数（現象）は、結合テストは総合テストの約 10.7 倍である。

図表 7-5-57 ● 工数あたりのテストケース数（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-5-58 ● 工数あたりの検出バグ数（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-5-59 ● テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（改良開発）（1）
［件／ 1,000 人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト（テストケース） 52 0.9 75.7 140.5 323.3 1,670.8 259.0 309.7
総合テスト（テストケース） 52 1.9 22.1 34.7 56.9 605.3 75.0 117.7
結合テスト検出バグ（現象） 52 0.05 0.55 2.57 6.43 41.45 4.87 7.18
総合テスト検出バグ（現象） 52 0.00 0.02 0.24 1.28 14.94 1.09 2.35
結合テスト検出バグ（原因） 10 0.01 0.67 2.32 5.20 7.51 3.16 2.91
総合テスト検出バグ（原因） 10 0.01 0.23 0.87 1.20 1.46 0.75 0.56

図表 7-5-60 ● テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（改良開発）（2）
［件／ 160 人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト（テストケース） 52 0.1 12.1 22.5 51.7 267.3 41.4 49.6
総合テスト（テストケース） 52 0.3 3.5 5.6 9.1 96.9 12.0 18.8
結合テスト検出バグ数（現象） 52 0.01 0.09 0.41 1.03 6.63 0.78 1.15
総合テスト検出バグ数（現象） 52 0.00 0.00 0.04 0.21 2.39 0.17 0.38
結合テスト検出バグ数（原因） 10 0.00 0.11 0.37 0.83 1.20 0.51 0.47
総合テスト検出バグ数（原因） 10 0.00 0.04 0.14 0.19 0.23 0.12 0.09

図表 7-5-61 ● SLOC 規模別　工数あたりの総合テストケース数の基本統計量（改良開発）
［件／ 1,000 人時］

SLOC規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
20KSLOC未満 24 1.9 20.1 26.0 52.7 605.3 86.7 146.0
20KSLOC以上 40KSLOC未満 19 5.2 17.4 40.2 78.1 345.2 74.8 91.7
40KSLOC以上 100KSLOC未満 11 23.4 33.3 53.9 277.3 643.1 179.9 213.2
100KSLOC以上 300KSLOC未満 4 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －

図表 7-5-62 ● SLOC 規模別　工数あたりの総合テスト検出バグ現象数の基本統計量（改良開発）
［件／ 1,000 人時］

SLOC規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
20KSLOC未満 21 0.00 0.00 0.13 1.20 14.94 1.28 3.26
20KSLOC以上 40KSLOC未満 16 0.00 0.10 0.96 1.70 7.64 1.31 1.86
40KSLOC以上 100KSLOC未満 8 － － 0.18 － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 4 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －
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7.5.19　工数あたりのテストケース数、検出バグ数：再開発

ここでは、再開発について、工数（開発 5工程の実績工数）あたりのテストケース数に続き、規模別の
基本統計量も示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・実績工数（開発 5工程）＞ 0

■対象データ
・テストケース数（データ項番：5251、5252）
・検出バグ現象数（データ項番：5253、5254）
・検出バグ原因数（データ項番：10098、10099）

図表 7-5-63 ● 工数あたりのテストケース数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-64 ● 工数あたりの検出バグ数（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-65 ● テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（再開発）（1）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-66 ● テスト工程別　工数あたりのテストケース数、検出バグ数の基本統計量（再開発）（2）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-67 ● SLOC 規模別　工数あたりの総合テストケース数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-5-68 ● SLOC 規模別　工数あたりの総合テスト検出バグ現象数の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.6　工程別の FP 生産性
本節では、開発 5工程の工程ごとの FP生産性を示し、各々の分析結果を示す。対象プロジェクトは、
開発 5工程（基本設計～総合テスト）のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。
「開発 5工程の工程ごとのFP生産性」は、FP規模を開発 5工程の工程ごとの工数で除算した値とする。
本節で使用するデータのうち、その名称に「導出指標」と付記されたものについては、本編付録A.4 にて
その定義や導出方法を説明する。本節では FP規模データがあり、FP計測手法名が明確なプロジェクト
を対象とする。
※本節の図表内の表記で「総合テスト」は「総合テスト（ベンダ確認）」の工程を指すものとする。

7.6.1　工程別 FP 生産性：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に開発 5工程における、工程ごとのFP生産性を示す。
また、併せて、開発 3工程（詳細設計～結合テスト）のFP生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・開発 5工程について、各工程の実績工数にすべ
て記入があり、各工数が 0より大きい

■対象データ
・基本設計FP生産性（FP／実績工数基本設計）
（導出指標）
・詳細設計FP生産性（FP／実績工数詳細設計）�
（導出指標）
・�製作FP生産性（FP／実績工数製作）（導出指標）
・結合テストFP生産性（FP／実績工数結合テ
スト）（導出指標）
・総合テストFP生産性（FP／実績工数総合テ
スト）（導出指標）

他の工程と比較すると、「総合テスト」は生産性が高い。

図表 7-6-1 ● 工程別 FP 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-6-2 ● 工程別 FP 生産性の基本統計量（新規開発）
［FP ／人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 13 0.144 0.468 1.016 1.317 8.724 2.129 2.751
詳細設計 13 0.045 0.561 0.977 1.131 6.944 1.392 1.784
製作 13 0.126 0.220 0.394 0.585 43.846 4.257 12.035
結合テスト 13 0.038 0.281 0.624 1.162 68.400 8.453 20.334
総合テスト（ベンダ確認） 13 0.161 0.987 1.434 2.647 6.039 2.205 1.963
開発 3工程（詳細～結合） 13 0.018 0.112 0.170 0.235 3.157 0.452 0.844
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7.6.2　工程別 FP 生産性：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に開発 5工程における、工程ごとのFP生産性を示す。
併せて、開発 3工程（詳細設計～結合テスト）のFP生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・開発 5工程について、各工程の実績工数にすべ
て記入があり、各工数が 0より大きい

■対象データ
・基本設計FP生産性（FP／実績工数基本設計）
（導出指標）
・詳細設計FP生産性（FP／実績工数詳細設計）
（導出指標）
・�製作FP生産性（FP／実績工数製作）（導出指標）
・結合テストFP生産性（FP／実績工数結合テ
スト）（導出指標）
・�総合テストFP生産性（FP／実績工数総合テ
スト）（導出指標）

図表 7-6-3 ● 工程別 FP 生産性（改良開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-6-4 ● 工程別 FP 生産性の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

7.6.3　工程別 FP 生産性：再開発

ここでは、再開発のプロジェクトを対象に開発 5工程における、工程ごとのFP生産性を示す。
併せて、開発 3工程（詳細設計～結合テスト）のFP生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・開発 5工程について、各工程の実績工数にすべ
て記入があり、各工数が 0より大きい

■対象データ
・基本設計FP生産性（FP／実績工数基本設計）
（導出指標）
・詳細設計FP生産性（FP／実績工数詳細設計）
（導出指標）
・�製作FP生産性（FP／実績工数製作）（導出指標）
・結合テストFP生産性（FP／実績工数結合テ
スト）（導出指標）
・総合テストFP生産性（FP／実績工数総合テ
スト）（導出指標）

図表 7-6-5 ● 工程別 FP 生産性（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-6-6 ● 工程別 FP 生産性の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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7.7　工程別のSLOC生産性
本節では、開発 5工程の工程ごとの SLOC生産性を示し、各々の分析結果を示す。対象プロジェクトは、
開発 5工程（基本設計～総合テスト）のフェーズ有無がすべて○となっているプロジェクトとする。「開
発 5工程の工程ごとの SLOC生産性」は、SLOC規模を開発 5工程の工程ごとの工数で除算した値とする。
本節で使用するデータのうち、その名称に「導出指標」と付記されたものについては、本編付録A.4 に
てその定義や導出方法を説明する。本節では SLOC規模データがあり、主開発言語が明確なプロジェクト
を対象とする。
※本節の図表内の表記で「総合テスト」は「総合テスト（ベンダ確認）」の工程を指すものとする。

7.7.1　工程別 SLOC 生産性：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に開発 5工程における、工程ごとの SLOC生産性を示す。
併せて、開発 3工程（詳細設計～結合テスト）の SLOC生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・開発 5工程について、各工程の実績工数にすべ
て記入があり、各工数が 0より大きい

■対象データ
・基本設計 SLOC生産性（SLOC／実績工数基
本設計）（導出指標）
・詳細設計 SLOC生産性（SLOC／実績工数詳
細設計）（導出指標）
・製作 SLOC生産性（SLOC／実績工数製作）�
（導出指標）
・結合テスト SLOC生産性（SLOC／実績工数
結合テスト）（導出指標）
・総合テスト SLOC生産性（SLOC／実績工数
総合テスト）（導出指標）

他の工程と比較すると、「総合テスト」は生産性が高い。

図表 7-7-1 ● 工程別 SLOC 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 7-7-2 ● 工程別 SLOC 生産性の基本統計量（新規開発） 
［SLOC ／人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 36 0.1 14.7 30.0 67.0 725.8 68.9 127.5
詳細設計 36 0.0 15.8 40.3 69.9 346.3 62.8 73.6
製作 36 0.0 10.5 14.6 29.1 418.3 32.0 68.0
結合テスト 36 0.0 14.7 25.0 50.6 360.6 52.7 80.2
総合テスト（ベンダ確認） 36 0.0 28.1 42.6 165.6 705.1 124.9 166.8
開発 3工程（基本～結合） 36 0.0 4.5 6.8 11.9 121.8 12.6 20.3

7.7.2　工程別 SLOC 生産性：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に開発 5工程における、工程ごとの SLOC生産性を示す。
併せて、開発 3工程（詳細設計～結合テスト）の SLOC生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・開発 5工程について、各工程の実績工数にすべ
て記入があり、各工数が 0より大きい

■対象データ
・基本設計 SLOC生産性（SLOC／実績工数基
本設計）（導出指標）
・詳細設計 SLOC生産性（SLOC／実績工数詳
細設計）（導出指標）
・製作 SLOC生産性（SLOC／実績工数製作）（導
出指標）
・結合テスト SLOC生産性（SLOC／実績工数
結合テスト）（導出指標）
・総合テスト SLOC生産性（SLOC／実績工数
総合テスト）（導出指標）

他の工程と比較すると、「詳細設計」は生産性が高い。

図表 7-7-3 ● 工程別 SLOC 生産性（改良開発）箱ひげ図
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図表 7-7-4 ● 工程別 SLOC 生産性の基本統計量（改良開発） 
［SLOC ／人時］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
基本設計 72 0.7 9.9 14.5 34.2 1,930.9 61.7 234.9
詳細設計 72 2.5 9.6 18.3 36.9 1,292.6 60.2 171.2
製作 72 1.0 7.3 10.5 18.6 426.4 25.2 55.4
結合テスト 72 1.3 8.6 13.3 27.8 818.8 43.8 129.0
総合テスト（ベンダ確認） 72 1.1 7.1 16.8 36.5 683.0 40.9 87.9
開発 3工程（基本～結合） 72 0.5 2.9 4.3 6.9 191.5 10.1 24.0
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7.7.3　工程別 SLOC 生産性：再開発

ここでは、再開発のプロジェクトを対象に開発 5工程における、工程ごとの SLOC生産性を示す。
併せて、開発 3工程（詳細設計～結合テスト）の SLOC生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のフェーズ有無がすべて○
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・開発 5工程について、各工程の実績工数にすべ
て記入があり、各工数が 0より大きい

■対象データ
・基本設計 SLOC生産性（SLOC／実績工数基
本設計）（導出指標）
・詳細設計 SLOC生産性（SLOC／実績工数詳
細設計）（導出指標）
・製作 SLOC生産性（SLOC／実績工数製作）�
（導出指標）
・結合テスト SLOC生産性（SLOC／実績工数
結合テスト）（導出指標）
・総合テスト SLOC生産性（SLOC／実績工数
総合テスト）（導出指標）

図表 7-7-5 ● 工程別 SLOC 生産性（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-7-6 ● 工程別 SLOC 生産性の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。



７.　工程別の分析

95ソフトウェア開発データ白書 2018-2019　業種編（情報通信業） ●

7.8　工程別の成果物量と工数
本節では、開発 5工程の各工程における、開発規模（FP規模又は SLOC規模）あたりの成果物量及び
成果物量あたりの工数を、新規開発について分析した結果を示す。

【備考】
� 工数見積りの妥当性評価については、開発規模と総開発工数との相関から総開発工数が妥当かどうか
を評価する方法があるが、次のように「工程ごとに成果物量に着目して評価する方法」もある。
  ・開発規模あたりの成果物量が妥当か（一定の範囲にあるか）
  ・成果物量あたりの工数が妥当か（一定の範囲にあるか）
 この方法には、次のメリットがあると考えられる。
 ［メリット 1］�成果物量には評価対象プロジェクトのスコープ、品質要求、制約条件などがある程度

反映されるので、評価精度が高まる。
 ［メリット 2］�工程ごとの成果物量及び工数を吟味することになるので、開発計画の実現可能性を高

めることに繋がる。
 この方法を実践するにあたっては、次の準備が必要となる。
　［準備 1］
  � 前提として、開発規模と各工程の成果物量との間、及び各工程の成果物量と各工程の工数との間
に、強い相関があることを確認する。

　［準備 2］
   各工程の次の基本統計量を求める。
    ・開発規模あたりの成果物量
    ・成果物量あたりの工数
本節の内容は、各工程の成果物量として次の成果物量を採用し、上記の準備 1及び準備 2に相当する分
析を行った結果である。

図表 7-8-1 ● 各工程の成果物量

開発工程 成果物量�（実績）

要件定義 要件定義書ページ数

基本設計 基本設計書ページ数

詳細設計 詳細設計書ページ数

製作 コード行数（SLOC）

結合テスト 結合テストケース数

総合テスト�（ベンダ確認） 総合テスト （ベンダ確認）ケース数
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7.8.1　FP 規模あたりの工程別の成果物量と工数：新規開発

ここでは、各工程の FP規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数を、新規開発について分析し
た結果を示す。

■層別定義
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・分析対象工程の成果物量＞ 0
・分析対象工程の開発工数＞ 0

■対象データ
・分析対象工程の成果物量
・分析対象工程の開発工数

◆各工程の、開発規模と成果物量との相関及び成果物量と工数との相関
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、相関係数については掲載していない。

図表 7-8-2 ● 成果物量に関する相関係数表（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

◆各工程の、開発規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数の基本統計量
以下に、各工程の、開発規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数の中央値の一覧及び基本統計
量を示す。

図表 7-8-3 ● 開発規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数の中央値の一覧（新規開発）

開発工程 要件定義 基本設計 詳細設計 製作 結合テスト 総合テスト
（ベンダ確認）

データ数 1 2 2 9 10 9

開発規模当りの
成果物量の中央値

FP 当りの要件
定義書ページ数

（ページ /FP）

FP 当りの基本
設計書ページ数

（ページ /FP）

FP 当りの詳細
設計書ページ数

（ページ /FP）

FP 当りの KSLOC
実績値

（KSLOC/FP）

FP 当りの結合
テストケース数

（KSLOC/FP）

FP 当りの総合
テストケース数

（ケース /FP）
－ － － 0.062 1.240 0.144

成果物量当りの
工数の中央値

要件定義書ページ
当りの要件定義工
数

（人時 / ページ）

基本設計書ページ
当りの基本設計工
数

（人時 / ページ）

詳細設計書ページ
当りの詳細設計工
数

（人時 / ページ）

KSLOC 当りの製
作工数

（人時 /KSLOC）

結合テストケース
当りの結合テスト
工数

（人時 / ケース）

結合テストケース
当りの総合テスト
工数

（人時 / ケース）
－ － － 57.54 1.24 7.20

図表 7-8-4 ● FP あたりの設計書ページ数（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-8-5 ● FP あたりのコード行数（KSLOC 実績値）（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-8-6 ● FP あたりのテストケース数（新規開発） 
［ケース /FP］

テスト工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 10 0.00 0.33 1.24 1.81 22.54 4.95 8.73
総合テスト（ベンダ確認） 9 － － 0.144 － － － －

図表 7-8-7 ● 設計書ページあたりの設計工数（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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図表 7-8-8 ● KSLOC あたりの製作工数（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 7-8-9 ● テストケースあたりのテスト工数（新規開発） 
［人時 / ケース］

テスト工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 10 0.13 0.75 1.24 4.95 11.72 3.44 4.30
総合テスト（ベンダ確認） 9 － － 7.20 － － － －

7.8.2　SLOC 規模あたりの工程別の成果物量と工数：新規開発

ここでは、各工程の SLOC規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数を、新規開発について分析
した結果を示す。

■層別定義
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・分析対象工程の成果物量＞ 0
・分析対象工程の開発工数＞ 0

■対象データ
・分析対象工程の成果物量
・分析対象工程の開発工数

◆各工程の、開発規模と成果物量との相関及び成果物量と工数との相関
新規開発の場合、各工程の、SLOC�規模と成果物量との間及び成果物量と工数との間には、強い（又は
中程度の）正相関が見られる。（なお、改良開発の場合には、新規開発の場合より弱い相関に留まっており、
分析結果は割愛する。）次の表に、常用対数化したデータを用いて求めたそれらの相関の相関係数を示す。0.7
以上の相関係数は、黄色の網掛けで示す。

図表 7-8-10 ● 成果物量に関する相関係数表（新規開発）

開発工程 要件定義 基本設計 詳細設計 製作 結合テスト 総合テスト
(ベンダ確認 )

データ数 6 13 11 65 47 33
SLOC規模と各工程の成果物量と
の相関 － － － 0.74 0.49

各工程の成果物量と各工程の工数
との相関 － － － 0.74 0.60 0.30
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◆各工程の、開発規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数の基本統計量
以下に、各工程の、開発規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数の中央値の一覧及び基本統計
量を示す。

図表 7-8-11 ● 開発規模あたりの成果物量及び成果物量あたりの工数の中央値の一覧（新規開発）

開発工程 要件定義 基本設計 詳細設計 製作 結合テスト 総合テスト
（ベンダ確認）

データ数 6 13 11 65 47 33

開発規模当りの
成果物量の中央値

KSLOC 当りの要
件定義書ページ数

（ページ/KSLOC）

KSLOC 当りの基
本設計書ページ数

（ページ/KSLOC）

KSLOC 当りの詳
細設計書ページ数

（ページ/KSLOC）

KSLOC 当りの結
合テストケース数

（ケース/KSLOC）

KSLOC 当りの総
合テストケース数

（ケース/KSLOC）
2.23 8.89 16.36 40.89 9.54

成果物量当りの
工数の中央値

要件定義書ページ
当りの要件定義工
数

（人時 / ページ）

基本設計書ページ
当りの基本設計工
数

（人時 / ページ）

詳細設計書ページ
当りの詳細設計工
数

（人時 / ページ）

KSLOC 当りの製
作工数

（人時 /KSLOC）

結合テストケース
当りの結合テスト
工数

（人時 / ケース）

結合テストケース
当りの総合テスト
工数

（人時 / ケース）
15.50 4.98 2.22 68.85 1.10 2.71

図表 7-8-12 ● KSLOC あたりの設計書ページ数（新規開発） 
［ページ /KSLOC］

設計書種別 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
要件定義書 6 － － 2.23 － － － －
基本設計書 13 2.03 5.24 8.89 15.11 42.51 13.62 12.19
詳細設計書 11 2.76 10.74 16.36 28.27 41.91 19.58 13.40

図表 7-8-13 ● KSLOC あたりのテストケース数（新規開発） 
［ケース /KSLOC］

テスト工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 47 2.70 26.29 40.89 79.53 167.13 53.81 39.59
総合テスト（ベンダ確認） 33 0.52 4.58 9.54 25.00 70.00 17.30 17.35

図表 7-8-14 ● 設計書ページあたりの設計工数（新規開発） 
［人時 / ページ］

設計書種別 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
要件定義書 6 － － 15.50 － － － －
基本設計書 13 1.45 1.74 4.98 10.48 11.33 5.87 4.07
詳細設計書 11 0.80 1.57 2.22 3.57 6.94 2.87 1.94

図表 7-8-15 ● KSLOC あたりの製作工数（新規開発） 
［人時 /KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
65 2.4 40.9 68.8 99.5 70,341.6 1,156.9 8,715.6

図表 7-8-16 ● テストケースあたりのテスト工数（新規開発） 
［人時 / ケース］

テスト工程 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
結合テスト 47 0.06 0.45 1.10 1.98 34.35 2.57 5.33
総合テスト（ベンダ確認） 33 0.27 1.01 2.71 6.54 59.53 9.01 15.65
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8　生産性の分析
8.1　生産性指標
この章では、開発規模（FP規模又は SLOC規模）及び開発 5工程の工数を基に、ソフトウェア開発の
生産性について示す。
開発規模が FP規模の場合の生産性指標としては FP生産性を用いる。FP生産性は、FP規模を開発 5
工程の工数で除算した値とする。詳しくは、8.2 節「FP生産性」を参照されたい。
開発規模が SLOC規模の場合の生産性指標としては SLOC生産性を用いる。SLOC生産性は、SLOC規
模を開発 5工程の工数で除算した値とする。詳しくは、8.3 節「SLOC生産性」を参照されたい。
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8.2　FP 生産性
本節では、FP生産性についての開発種別ごとの分析結果を示す。「FP生産性」は、FP規模を開発 5工
程の工数で除算した値とする。すなわち、人時あたりの開発 FP規模、又は、人月（人時への変換は 160
時間を代用）あたりの開発 FP規模である。本節で使用するデータのうち、その名称に「導出指標」と付
記されたものについては、本編付録A.4 にてその定義や導出方法を説明する。本節では、FP規模データ
があり、FP計測手法名が明確なプロジェクトを対象とする。

8.2.1　FP 規模と FP 生産性：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、FP規模と FP生産性の関係について示す。FP規模デー
タは、FP計測手法混在を対象とする。最初に散布図で全体像を示し、次に、規模の範囲に分けて統計情
報を示す。さらに、400FP 未満（小規模）のプロジェクトのみで絞り込んだ結果を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP生産性（FP／実績工数（開発 5工程））＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y軸：�FP生産性（FP／実績工数（開発5工程））

（導出指標）［FP／人時］

図表 8-2-1 ● FP 規模と FP 生産性（新規開発）
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※表示されていないものが 1点ある。

図表 8-2-2 ● FP 生産性の分布（新規開発）拡大図（FP 実績値＜ 400）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 8-2-3 ● FP 規模別 FP 生産性（新規開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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図表 8-2-4 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（新規開発） 
［FP ／人時、FP ／ 160 人時］

FP 規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 FP／

人時
13 0.015 0.070 0.127 0.190 1.596 0.262 0.420

400FP 未満 2 － － － － － － －
400FP 以上 1,000FP 未満 5 － － 0.172 － － － －
1,000FP 以上 3,000FP 未満 3 － － － － － － －
3,000FP 以上 3 － － － － － － －
全体 FP／

160人時
13 2.36 11.13 20.34 30.47 255.43 41.89 67.13

400FP 未満 2 － － － － － － －
400FP 以上 1,000FP 未満 5 － － 27.54 － － － －
1,000FP 以上 3,000FP 未満 3 － － － － － － －
3,000FP 以上 3 － － － － － － －

図表 8-2-5 ● FP 生産性の分布（新規開発）
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8.2.2　FP 規模と FP 生産性：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、FP規模と FP生産性の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・�103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP生産性（FP／実績工数（開発 5工程））＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）［FP］
・Y軸：�FP生産性（FP／実績工数（開発5工程））

（導出指標）［FP／人時］

図表 8-2-6 ● FP 規模と FP 生産性（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 8-2-7 ● FP 規模別 FP 生産性（改良開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 8-2-8 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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8.2.3　FP 規模と FP 生産性：再開発

ここでは、再開発のプロジェクトを対象に、FP規模と FP生産性の関係について示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP生産性（FP／実績工数（開発 5工程））＞ 0

■対象データ
・X軸：5001_FP 実績値（調整前）［FP］
・Y軸：�FP生産性（FP／実績工数（開発5工程））

（導出指標）［FP／人時］

図表 8-2-9 ● FP 規模と FP 生産性（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 8-2-10 ● FP 規模別 FP 生産性（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 8-2-11 ● FP 規模別 FP 生産性の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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8.3　SLOC生産性
本節では、SLOC 生産性についての分析結果を示す。「SLOC 生産性」は、SLOC 規模を開発 5工程の
工数で除算したものである。すなわち、人時あたりの SLOC規模、又は、人月（人時への変換は 1人月＝
160 時間を代用）あたりの SLOC規模である。
本節で使用するデータのうち、その名称に（導出指標）と付記するデータは、本編付録A.4 にてその定
義や導出方法を説明する。本節では、SLOC規模データがあり、主開発言語名が明確なプロジェクトを対
象とする。
なお、「主開発言語_1」は、当該プロジェクト内で最も多く使用された言語と定義して収集した。

8.3.1　SLOC 規模と SLOC 生産性：新規開発

ここでは、新規開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と SLOC生産性の関係について示す。
この対象とほぼ同じ対象データについての SLOC規模と工数の関係は、6.4.2 項の「SLOC規模と工数：
新規開発」で確認できるため、対で見るとよい。
併せて、SLOC規模の範囲別の SLOC生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・SLOC生産性�
（SLOC／実績工数（開発 5工程））＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）［SLOC］
・Y軸：�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発

5工程））（導出指標）［SLOC／人月］

図表 8-3-1 ● SLOC 規模と SLOC 生産性（新規開発）
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図表 8-3-2 ● SLOC 規模と SLOC 生産性（新規開発）拡大図（SLOC 規模＜ 40K）
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図表 8-3-3、図表 8-3-4 に、SLOC規模別の SLOC生産性の分布状況を示す。

図表 8-3-3 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 8-3-4 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性の基本統計量（新規開発） 
［SLOC ／人時、KSLOC ／ 160 人時］

SLOC規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 SLOC／

人時
45 0.01 2.91 4.64 8.42 90.87 8.67 13.86

40KSLOC未満 29 0.01 2.87 3.41 5.68 30.07 5.84 6.19
40KSLOC以上 100KSLOC未満 7 － － 8.42 － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 3 － － － － － － －
300KSLOC以上 6 － － 6.27 － － － －
全体 KSLOC／

160人時
45 0.00 0.46 0.74 1.35 14.54 1.39 2.22

40KSLOC未満 29 0.00 0.46 0.54 0.91 4.81 0.93 0.99
40KSLOC以上 100KSLOC未満 7 － － 1.35 － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 3 － － － － － － －
300KSLOC以上 6 － － 1.00 － － － －
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8.3.2　SLOC 規模と SLOC 生産性：改良開発

ここでは、改良開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と SLOC生産性の関係を示す。
この対象と同じ対象データについての SLOC規模と工数の関係は、6.4.5 項の「SLOC規模と工数：改良
開発」で確認できるため、対で見るとよい。
併せて、SLOC規模の範囲別の SLOC生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・�103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、
d：拡張のいずれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発5工程））
＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発�

5 工程））（導出指標）［SLOC／人時］

SLOC規模が大きいほど、SLOC生産性の分布の幅が大きくなる傾向がある。

図表 8-3-5 ● SLOC 規模と SLOC 生産性（改良開発）
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図表 8-3-6 ● SLOC 規模と SLOC 生産性（改良開発）拡大図（SLOC 規模＜ 20K）
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図表 8-3-7 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性（改良開発）箱ひげ図
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図表 8-3-8 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性の基本統計量（改良開発） 
［SLOC ／人時、KSLOC ／ 160 人時］

SLOC規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 SLOC／

人時
79 0.25 1.69 2.23 4.08 14.18 3.18 2.60

20KSLOC未満 35 0.25 1.38 2.07 3.42 9.10 2.61 1.98
20KSLOC以上 40KSLOC未満 27 0.75 2.00 2.50 4.53 8.41 3.36 1.98
40KSLOC以上 100KSLOC未満 12 1.02 1.72 2.81 7.43 14.18 4.88 4.61
100KSLOC以上 300KSLOC未満 4 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －
全体 KSLOC／

160人時
79 0.04 0.27 0.36 0.65 2.27 0.51 0.42

20KSLOC未満 35 0.04 0.22 0.33 0.55 1.46 0.42 0.32
20KSLOC以上 40KSLOC未満 27 0.12 0.32 0.40 0.73 1.35 0.54 0.32
40KSLOC以上 100KSLOC未満 12 0.16 0.28 0.45 1.19 2.27 0.78 0.74
100KSLOC以上 300KSLOC未満 4 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －
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8.3.3　SLOC 規模と SLOC 生産性：再開発

ここでは、再開発のプロジェクトを対象に、SLOC規模と SLOC生産性の関係を主開発言語別に示す。
併せて、SLOC規模の範囲別の SLOC生産性を示す。

■層別定義
・開発 5工程のそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発5工程））
＞ 0

■対象データ
・X軸：実効 SLOC実績値（導出指標）
・Y軸：�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発

5工程））（導出指標）［SLOC／人時］

図表 8-3-9 ● SLOC 規模と SLOC 生産性（再開発）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000

S
LO
C
生
産
性
［
S
LO
C
／
人
時
］

実効SLOC実績値［SLOC］

Copyright IPA SEC

N=10

※表示されていないものが 1点ある。

図表 8-3-10 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性（再開発）箱ひげ図
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 8-3-11 ● SLOC 規模別 SLOC 生産性の基本統計量（再開発） 
［SLOC ／人時、KSLOC ／ 160 人時］

SLOC規模 単位 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 SLOC／

人時
10 2.77 5.31 12.07 19.69 44.04 15.20 12.84

40KSLOC未満 5 － － 5.09 － － － －
40KSLOC以上 100KSLOC未満 0 － － － － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 3 － － － － － － －
300KSLOC以上 2 － － － － － － －
全体 KSLOC／

160人時
10 0.44 0.85 1.93 3.15 7.05 2.43 2.05

40KSLOC未満 5 － － 0.81 － － － －
40KSLOC以上 100KSLOC未満 0 － － － － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 3 － － － － － － －
300KSLOC以上 2 － － － － － － －
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8.4　生産性変動要因の分析
生産性は、例えば次のような様々な種類の要因によって変動する可能性が考えられる。
　　◇プロジェクトの種別（新規開発、改良開発など）
　　◇プロジェクトの規模
　　◇業種、業務
　　◇QCD要求（Q：品質、C：コスト、D：工期）
　　◇実現手段
　　◇実施体制
　　◇開発プロセス（品質保証プロセスを含む）
　　◇ユーザ要求管理
　　◇組織の成熟度
　　◇開発環境など

本節では、新規開発において、どのような要因が生産性を変動させているかを次表の生産性変動要因候
補について分析した結果を、FP生産性と SLOC生産性とに分けて示す。
当分析結果は、あくまでソフトウェア開発データ白書用に収集したデータを分析した結果であってその
まま各組織に当てはまる訳ではないが、各組織の生産性変動要因の分析のご参考になれば幸いである。
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図表 8-4-1 ● 生産性変動要因候補一覧
通番 変動要因候補 説明 備考（種類）

1 業種 201_業種 1/2/3 の大分類（導出指標）：
F：製造業、H：情報通信業、J：卸売・小売業、K：金融・保険業、
R：公務（他に分類されないもの）

業種

2 信頼性の要求レベル 512_要求レベル（信頼性）：
a：極めて高い、b：高い、c：中位、d：低い
高い（a 又は b）と低い（c 又は d）に二分して分析。

QCD 要求

3 性能・効率性の要求レベル 514_要求レベル（性能・効率性）：
a：極めて高い、b：高い、c：中位、d：低い
高い（a 又は b）と低い（c 又は d）に二分して分析。

QCD 要求

4 重要インフラタイプ 299_情報システム重要インフラの Type（導出指標）：
12040_重要インフラ Type：
Type Ⅳ：人命に影響、甚大な経済損失
Type Ⅲ：社会的影響が極めて大きい
Type Ⅱ：社会的影響が限定される
Type Ⅰ：社会的影響が殆どない

QCD 要求

5 アーキテクチャ 308_アーキテクチャ 1：
a：スタンドアロン、b：メインフレーム、c：2 階層クライ
アント／サーバ、d：3 階層クライアント／サーバ、e：イン
トラネット／インターネット

実現手段

6 主開発言語 312_主開発言語 1：
b：COBOL、g：C 言語、h：VB、o:C#、
ｐ：VisualBasic.Net、q：Java

実現手段

7 プラットフォーム 309_開発対象プラットフォーム 1/2/3 による、開発対象プ
ラットフォーム
a：Windows（PC 系）、b：Windows（Server 系）、ｃ：UNIX 系、
d：Linux 系、e：BSD 系、f：メインフレーム系、Z：その他

実現手段

8 開発フレームワークの利用 422_開発フレームワークの利用
a：有り、b：無し

実現手段

9 月あたりの要員数 月あたりの要員数（導出指標）：
a：5 人未満、b：5 人以上 10 人未満、c：10 人以上 50 人未満、
d：50 人以上

実施体制

10 外部委託比率 外部委託比率（導出指標）：
外部委託工数÷実績工数（開発 5 工程）

実施体制

11 PM スキル 601_PM スキル：
a：レベル 6 又はレベル 7、b：レベル 5、c：レベル 4、
d：レベル 3
高い（レベル 5 以上）と低い（レベル 4 以下）に二分して分析。

実施体制

12 テストスキル 1010_テスト体制：
a：スキル、員数ともに十分、b：スキルは十分、員数は不足、
c：スキルは不足、員数は十分、d：スキル、員数ともに不足
テストスキルが高い（a 又は b）とテストスキルが低い（c 又
は d）に二分して分析。

実施体制

13 品質保証体制 5241_品質保証体制：
a：品質保証の専任スタッフが参画していない（プロジェク
トメンバが実施）、b：品質保証の専任スタッフが参画してい
る

実施体制

14 設計文書化密度 設計文書化密度（導出指標）：
開発規模あたりの設計書ページ数であり、設計工程における
文書量の多さを示す。

（5092_基本設計書ページ数＋ 5093_詳細設計書ページ数）
÷開発規模（FP 又は KSLOC）
設計文書化密度の中央値で二分して分析。

開発プロセス
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通番 変動要因候補 説明 備考（種類）
15 設計レビュー工数密度 設計レビュー工数密度（導出指標）：

開発規模あたりの設計レビュー工数であり、設計・製作レ
ビューに充てた工数の多さを示す。

（5208_レビュー実績工数_基本設計＋ 5209_レビュー実績工
数_詳細設計＋5210_レビュー実績工数_製作）÷開発規模（FP
又は KSLOC）
設計レビュー工数密度の中央値で二分して分析。

開発プロセス

16 設計レビュー指摘密度 設計レビュー指摘密度（導出指標）：
開発規模あたりの設計レビュー指摘数であり、設計・製作レ
ビューで指摘した不具合の多さを示す。

（5249_レビュー指摘件数_基本設計＋ 5250_レビュー指摘件
数_詳細設計＋ 11080_レビュー指摘件数_製作）÷開発規模

（FP 又は KSLOC）
設計レビュー指摘密度の中央値で二分して分析。

開発プロセス

17 テスト密度 テスト密度（導出指標）：
開発規模あたりのテストケース数であり、テストケース数の
多さを示す。

（5251_結合テストケース数＋ 5252_総合テスト（ベンダ確
認）テストケース数）÷開発規模（FP 又は KSLOC）
テスト密度の中央値で二分して分析。

開発プロセス

18 テスト検出不具合密度 テスト検出不具合密度（導出指標）：
開発規模あたりのテストで検出した不具合数であり、テスト
で検出した不具合の多さを示す。

（結合テストでの検出不具合数＋総合テスト（ベンダ確認）で
の検出不具合数）÷開発規模（FP 又は KSLOC）
検出不具合数については、原因数（11098_検出バグ原因数_
結合テスト、11099_検出バグ原因数_総合テスト（ベンダ確
認））が記入されていれば原因数を採用。原因数が記入されて
いなくて現象数（5253_検出バグ現象数_結合テスト、5254_
検出バグ現象数_総合テスト（ベンダ確認））が記入されてい
れば現象数を採用。
テスト検出不具合密度の中央値で二分して分析。

開発プロセス

19 上流工程での不具合摘出比率 上流工程での不具合摘出比率（導出指標）：
開発工程全体での不具合検出件数に対する上流工程での不具
合検出件数の比率であり、不具合検出における上流工程の重
みを示す。
基本設計から製作でのレビュー指摘数÷（基本設計から製作
でのレビュー指摘数＋結合テストから総合テスト（ベンダ確
認）での不具合検出数）

開発プロセス

20 要求仕様の明確さ 501_要求仕様の明確さ：
a：非常に明確、b：かなり明確、c：ややあいまい、
d：非常にあいまい
明確（a 又は b）とあいまい（c 又は d）に二分して分析。

ユーザ要求管理

21 ユーザ担当者の要求仕様関与 502_ユーザ担当者の要求仕様関与：
a：十分に関与、b：概ね関与、c：関与が不十分、
d：未関与
関与（a 又は b）と関与不足（c 又は d）に二分して分析。

ユーザ要求管理

22 定量的な出荷品質基準の有無 1011_定量的な出荷品質基準の有無：
定量的な出荷品質基準が設けられているか否かを示す。
a：有り，b：無し

組織の成熟度
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【分析方法】
変動要因候補データによって分析対象プロジェクト群を二群に大別して、両者の FP生産性及び SLOC
生産性を比較する。変動要因が量的変数の場合、その中央値によって値が大きいものと小さいものとの二
群に大別する。変動要因が程度を表す質的変数の場合には、そのカテゴリに応じて高い／低い、有／無な
どのように二群に大別する。その他の質的変数の場合には、原則としてあるカテゴリとそれ以外のカテゴ
リの二群に分けて比較する。また、変動要因として作用している傾向が見られるかどうか（二群に大別し
た両者に差があるかどうかなど）については、原則として常用対数化したFP生産性及び SLOC生産性に
対してWelch の t 検定（分散が等しくないと仮定した 2標本による平均値の差の t検定）を行った上で判
定する。3つ以上のカテゴリを持つ場合は、一次元分散分析を用いて、検定を行う。

【分析結果の表示方法】
変動要因として作用している傾向が見られるかどうかの分析結果を、一覧表の形で示す。
また、変動要因として作用している傾向が 1%有意水準又は 5%有意水準で見られる要因については、
箱ひげ図を示す。なお、Welch の t 検定結果と箱ひげ図の視覚的な傾向の見え方が必ずしも一致しない場
合がある。
（注）�FP 生産性の場合と SLOC生産性の場合とで、傾向が一致しないものが散見される。この不一致は、

両者のサンプル集合がほぼ別集合になっていることや、生産性のメトリクスが異なることによっ
て生じている可能性がある。

【分析結果（指標）の活用にあたって】変動要因の重要性についての考察
自組織の生産性変動要因を把握しておき、主に次のような定量データの活用シーンにおいて、生産性マ
ネジメントに関わる人々の合意を形成することが重要かつ効果的と考えられる。
　◇開発計画の実現可能性検討（工数見積りの妥当性評価など）
　　�　生産性の目標値とそれを達成するための開発プロセスの目標値あるいは見積り工数が、一定の妥
当な範囲（例えば管理指標の P25 ～ P75 の範囲）に収まっているか否かで評価するのが基本的な
評価方法ではあるが、その範囲に収まっていないというだけで「妥当でない」と評価するのは早計
である。プロジェクトによっては、生産性変動要因による変動を始めとして一定の範囲に収まらな
くなる合理的な理由が存在する可能性がある。評価対象プロジェクトに該当する生産性変動要因に
よって生じる変動幅を勘案して、一定の妥当な範囲を上方修正／下方修正しながら妥当性評価する
ことが望ましい。そのような修正を行っても妥当な範囲外となり、かつ生産性変動要因以外の合理
的な理由がない場合には、計画や見積りを見直すことが望ましい。

　◇生産性向上のための組織の重点強化領域の特定
　　�　生産性向上を進めて行くには、個々のプロジェクトのマネジメントよりも、組織の改善に向けた
マネジメント・サイクルを回すことが一層重要であろう。重点的に強化すると効果的な領域を特定
し、適切な方策を立てることが望まれる。そのために、組織の生産性変動要因群を把握することが
重要かつ効果的である。
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8.4.1　FP 生産性の変動要因：新規開発

ここでは、新規開発におけるFP生産性の変動要因について分析した結果を示す。

■層別定義
・開発 5工程の揃っているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・FP生産性（FP／実績工数（開発 5工程））＞ 0

■対象データ
・FP生産性（FP／実績工数（開発 5工程））�
（導出指標）

図表 8-4-2 ● 生産性変動要因の分析結果一覧（新規開発）
［凡例］◎：1% 有意（Welch の t 検定の P 値が 1% 以下）
　　　 ○：5% 有意（Welch の t 検定の P 値が 1% より大きくて 5% 以下）
　　　 △：10% 有意（Welch の t 検定の P 値が 5% より大きくて 10% 以下）
　　　 □：20% 有意（Welch の t 検定の P 値が 10% より大きくて 20% 以下）
　　　 ×：有意でない（Welch の t 検定の P 値が 20% より大きい）
　　　 －：非該当または、標本数数が掲載基準に満たない

通番 変動要因候補 有意性 傾向
1 業種 － －

2 信頼性の要求レベル － －

3 性能・効率性の要求レベル － －

4 重要インフラタイプ － －

5 アーキテクチャ ◎ 2 階層クライアント／サーバは他より FP 生産性が高い傾向が見られ
る。

6 主開発言語 × －

7 プラットフォーム × －

8 開発フレームワークの利用 × －

9 月あたりの要員数 ◎↓ 月あたりの要員数が多い方が、FP 生産性が低い傾向が見られる。

10 外部委託比率 × －

11 PM スキル × －

12 テストスキル － －

13 品質保証体制 － －

14 設計文書化密度 － －

15 設計レビュー工数密度 － －

16 設計レビュー指摘密度 － －

17 テスト密度 □↓ テスト密度が低い方が FP 生産性が高い場合がある。

18 テスト検出不具合密度 ◯↓ テスト検出不具合密度が高い方が FP 生産性が低い傾向が見られる。

19 上流工程での不具合摘出比率 － －

20 要求仕様の明確さ － －

21 ユーザ担当者の要求仕様関与 － －　

22 定量的な出荷品質基準の有無 － －

以下には、有意性が◎（1%有意水準）又は○（5%有意水準）になっている変動要因候補について、箱
ひげ図を示す。
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（1）…アーキテクチャ
2 階層クライアント／サーバは他よりFP生産性が高い傾向が見られる。

図表 8-4-3 ● アーキテクチャ別の FP 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 8-4-4 ● アーキテクチャ別の FP 生産性の基本統計量（新規開発） 
［FP/ 人時］

アーキテクチャ N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 48 0.013 0.057 0.102 0.172 1.596 0.173 0.251
ａ：スタンドアロン 1 － － － － － － －
ｂ：メインフレーム 1 － － － － － － － 
ｃ：２階層クライアント／サーバ 16 0.020 0.095 0.144 0.299 0.658 0.216 0.182
ｄ：３階層クライアント／サーバ 10 0.015 0.062 0.087 0.122 0.240 0.097 0.063
ｅ：イントラネット／インターネット 19 0.013 0.053 0.070 0.145 0.478 0.116 0.109
ｆ：その他 1 － － － － － － －

（2）…月あたりの要員数
月あたりの要員数が多いほど、FP生産性が低い傾向が見られる。

図表 8-4-5 ● 月あたりの要員数別の FP 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 8-4-6 ● 月あたりの要員数別の FP 生産性の基本統計量（新規開発） 
［FP/ 人時］

月あたりの要員数 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
ａ：5人未満 17 0.041 0.089 0.169 0.296 1.596 0.289 0.376
ｂ：5人以上 10人未満 6 － － 0.094 － － － －
ｃ：10人以上 50人未満 12 0.020 0.050 0.058 0.078 0.190 0.074 0.048

（3）…テスト検出不具合密度
テスト検出不具合密度が高い方がFP生産性が低い傾向が見られる。

図表 8-4-7 ● テスト検出不具合密度別の FP 生産性（新規開発）箱ひげ図
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テスト検出不具合密度

高い
（中央値0.124より大） 
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（中央値0.124以下） 

図表 8-4-8 ● テスト検出不具合密度別の FP 生産性の基本統計量（新規開発） 
［FP/ 人時］

テスト検出不具合密度 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
低い（中央値 0.124 以下） 16 0.041 0.057 0.115 0.177 1.596 0.226 0.381
高い（中央値 0.124 より大） 15 0.015 0.044 0.062 0.088 0.269 0.080 0.066
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8.4.2　SLOC 生産性の変動要因：新規開発

ここでは、新規開発における SLOC生産性の変動要因について分析した結果を示す。

■層別定義
・開発 5工程の揃っているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC実績値＞ 0
・�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発5工程））
＞ 0

■対象データ
・�SLOC生産性（SLOC／実績工数（開発 5工程））
（導出指標）［SLOC／人時］

図表 8-4-9 ●生産性変動要因の分析結果一覧（新規開発）
［凡例］◎：1% 有意（Welch の t 検定の P 値が 1% 以下）
　　　 ○：5% 有意（Welch の t 検定の P 値が 1% より大きくて 5% 以下）
　　　 △：10% 有意（Welch の t 検定の P 値が 5% より大きくて 10% 以下）
　　　 □：20% 有意（Welch の t 検定の P 値が 10% より大きくて 20% 以下）
　　　 ×：有意でない（Welch の t 検定の P 値が 20% より大きい）
　　　 －：非該当または、標本数が掲載条件に満たない

通番 変動要因候補 有意性 傾向
1 業種 － －

2 信頼性の要求レベル
△↑
注 1

信頼性の要求レベルが高いほど、SLOC 生産性が高い場合がある。
（注 1）以下の原因が想定される。
　要求レベルが高い方が、開発規模が大きい傾向が見られる。
　かつ開発規模が大きい方が、生産性が高い傾向が見られる。
　 これらのことから、要求レベルが高い方が生産性が高いという風に

見える可能性がある。

3 性能・効率性の要求レベル
◯↑
注 2

性能・効率性の要求レベルが高いほど、SLOC 生産性が高い傾向が見
られる。

（注 2）注 1 と同様と想定される。

4 重要インフラタイプ × －

5 アーキテクチャ □
2 階層クライアントサーバは、他に比べて SLOC 生産性が高い場合が
ある。

6 主開発言語 × －

7 プラットフォーム × －

8 開発フレームワークの利用 □
開発フレームワークを使用している方が、SLOC 生産性が高い場合が
ある。

9 月あたりの要員数 △↓ 月あたりの要員数が少ない方が、SLOC 生産性が高い場合がある。

10 外部委託比率 × －

11 PM スキル
□↓
注 3

PM スキルが高い方が、SLOC 生産性が低い場合がある。
（注 3）以下の理由が想定される。
PM スキルが高い方が、月あたりの要員数が多い傾向が見られる。

（月あたりの要員数が多い方が SLOC 生産性が低い場合がある）

12 テストスキル － －

13 品質保証体制 ◎
プロジェクトメンバが実施する方が SLOC 生産性が高い傾向が見られ
る。

14 設計文書化密度 － －

15 設計レビュー工数密度 － －

16 設計レビュー指摘密度 × －

17 テスト密度 ◎↓ テスト密度が高い方が SLOC 生産性が低い傾向が見られる。

18 テスト検出不具合密度 △↓ テスト検出不具合密度が低い方が、SLOC 生産性が高い場合がある。
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通番 変動要因候補 有意性 傾向
19 上流工程での不具合摘出比率 － －

20 要求仕様の明確さ × －

21 ユーザ担当者の要求仕様関与 － －

22 定量的な出荷品質基準の有無 － －

以下には、有意性が◎（1%有意水準）又は○（5%有意水準）になっている変動要因候補について、箱
ひげ図を示す。

（1）…性能・効率性の要求レベル
性能・効率性の要求レベルが高いほど、SLOC生産性が高い傾向が見られる。

図表 8-4-10 ● 性能・効率性の要求レベル別の SLOC 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 8-4-11 ● 性能・効率性の要求レベル別 SLOC 生産性の基本統計量（新規開発） 
［SLOC ／人時］

性能・効率性の要求レベル N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
ａ：極めて高い，ｂ：高い 33 1.24 3.30 5.36 8.13 90.87 8.87 15.24
ｃ：中位，ｄ：低い 50 0.63 2.23 3.42 5.99 24.58 4.56 3.90
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（2）…品質保証体制
プロジェクトメンバが実施する方が SLOC生産性が高い傾向が見られる。

図表 8-4-12 ● 品質保証体制別の SLOC 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 8-4-13 ● 品質保証体制別の SLOC 生産性の基本統計量（新規開発） 
［SLOC ／人時］

品質保証の体制 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
ａ．プロジェクトメンバが実施 29 1.68 3.92 6.27 13.88 90.87 11.93 16.98
ｂ．品質保証の専門スタッフが実施 70 0.63 2.39 3.53 6.21 18.92 4.81 3.87

（3）…テスト密度
テスト密度が高い方が SLOC生産性が低い傾向が見られる。

図表 8-4-14 ● テスト密度別の SLOC 生産性（新規開発）箱ひげ図
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図表 8-4-15 ● テスト密度別の SLOC 生産性の基本統計量（新規開発） 
［SLOC ／人時］

テスト密度 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
低い（中央値 45.33 以下） 67 1.26 3.32 5.36 7.99 33.49 6.82 5.70
高い（中央値 45.33 より大） 66 0.36 2.44 3.32 5.57 18.02 4.68 3.78
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9　信頼性の分析
9.1　信頼性指標

この章では、システム稼動後の「発生不具合数」から算出した「発生不具合密度」を基に、開発したソ
フトウェアの信頼性について示す。

9.1.1　概要

本章で扱う主な要素のデータには、システムの稼動後の発生不具合数、規模（FP規模、SLOC規模）がある。
「発生不具合数」は、システム稼動後 6 か月間の累計値を基本的に用いる。ただし、システム稼動後 6

か月までの累計値が提出をされていない場合もあり、そのようなプロジェクトのデータは、1 か月又は 3
か月までの不具合数のうち提出されている数値を用いた。したがって、6 か月間の不具合数よりは小さい
数となっているものも混在することに注意されたい。なお、2017 年に終了したプロジェクトのデータには、
稼動後 6 か月を経過していないため、6 か月間の不具合数を収集できなかったものも含まれる。詳細につ
いては、本編付録 A.4 を参照されたい。

規模あたりの発生不具合数を、「発生不具合密度」として扱う。FP 規模が計測されているプロジェク
トでは、1,000FP（1KFP）あたりの発生不具合数を「FP 発生不具合密度」（単位：件 /KFP）で表す。
SLOC 規模が計測されているプロジェクトでは、1,000 行（1KSLOC）あたりの発生不具合数を「SLOC 発
生不具合密度」（単位：件 /KSLOC）で表す。

FP 規模が計測されているプロジェクトを対象としたデータを、9.2 節に示す。SLOC 規模が計測されて
いるプロジェクトを対象としたデータを、9.3 節に示す。

9.1.2　対象のデータ

分析対象データは、本編 5.1.1 項「対象のデータ」で示すデータセットと基本的に同じである。したがって、
分析対象となる基本要素の分布は本編 5 章を参照されたい。異なる場合は、それぞれの層別条件において
条件を明示する。例えば、プロジェクトの工程の範囲がプロジェクト全体の場合には、そのように記述する。

9.1.3　分析の手順

本章での分析の基本的な手順は、本編 3.1.2 項に従う。本章では、関係式（回帰式など）での相関関係
は確認しない。

9.1.4　主な要素データの分布

本章で扱う主な要素のデータのうち、規模（FP 規模、SLOC 規模）の要素のデータの基本的な分布は、
本編 5 章でヒストグラムと基本統計量で示した。以降の節で、要素間の関係を見る際には、前提として参
照されたい。

なお、多くの図表において、最小値や 25 パーセンタイルの値が 0 となっているが、例えば、すべての
不具合をソフトウェア作成元が把握することができず、軽微な不具合は保守の範囲で修正が実施され、報
告されないものがあるなどの理由のためと考えられる。
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9.2　FP 発生不具合密度
本節は、FP 規模の実績データが計測されているプロジェクトを対象に、システム稼動後の FP 発生不

具合密度について示す。FP 発生不具合密度は、1,000FP あたりの発生不具合数で表す。発生不具合数は、
基本的にシステム稼動後 6 か月間の累計値を用いる。

9.2.1　FP 規模と FP 発生不具合密度：新規開発

ここでは、新規開発プロジェクトで計測手法が明確なプロジェクトを対象に、FP 規模と FP 発生不具
合密度の関係について示す。 

■層別定義
・開発 5 工程がそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■対象データ
・X 軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y 軸： FP 発生不具合密度（KFP あたりの発生

不具合数）（導出指標） 
［件／ KFP］

図表 9-2-1 ● FP 規模と FP 発生不具合密度（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 9-2-2 ● FP 発生不具合密度の基本統計量（新規開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

9.2.2　FP 規模と FP 発生不具合密度：改良開発

ここでは、改良開発で計測手法が明確なプロジェクトを対象に、FP 規模と発生不具合密度の関係につ
いて示す。 

■層別定義
・開発 5 工程がそろっているもの
・ 103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、

d：拡張のいずれか
・701_FP 計測手法が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■対象データ
・X 軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y 軸： FP 発生不具合密度（KFP あたりの発生

不具合数）（導出指標） 
［件 /KFP］ 

図表 9-2-3 ● FP 規模と FP 発生不具合密度（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 9-2-4 ● FP 発生不具合密度の基本統計量（改良開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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9.2.3　FP 規模と FP 発生不具合密度：再開発

ここでは、再開発で計測手法が明確なプロジェクトを対象に、FP 規模と発生不具合密度の関係につい
て示す。

■層別定義
・開発 5 工程がそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が c：再開発
・701_FP 計測手法が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■対象データ
・X 軸：5001_FP 実績値（調整前）
・Y 軸： FP 発生不具合密度（KFP あたりの発生

不具合数）（導出指標） 
［件 /KFP］

図表 9-2-5 ● FP 規模と FP 発生不具合密度（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 9-2-6 ● FP 発生不具合密度の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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9.3　SLOC発生不具合密度
ここでは、SLOC 規模の実績データが計測されているプロジェクトを対象に、SLOC 発生不具合密度に

ついて示す。SLOC 発生不具合密度は、SLOC（1,000 行）あたりの発生不具合数とする。発生不具合数は、
システム稼動後 6 か月間の累計値を基本的に用いる。

9.3.1　SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度：新規開発

ここでは、新規開発で、主開発言語が明確なプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 発生不具合密
度の関係について示す。

■層別定義
・開発 5 工程がそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸： SLOC 発生不具合密度（KSLOC あたり

の発生不具合数）（導出指標） 
［件／ KSLOC］

図表 9-3-1 ● SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度（新規開発）
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図表 9-3-2 ● SLOC 規模別 SLOC 発生不具合密度の基本統計量（新規開発） 
［件／KSLOC］

SLOC規模 N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 25 0.000 0.000 0.000 0.070 5.494 0.289 1.095
40KSLOC未満 13 0.000 0.000 0.000 0.235 5.494 0.523 1.507
40KSLOC以上 100KSLOC未満 5 － － 0.011 － － － －
100KSLOC以上 300KSLOC未満 3 － － － － － － －
300KSLOC以上 4 － － － － － － －
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9.3.2　SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度：改良開発

ここでは、改良開発で、主開発言語が明確なプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 発生不具合密
度の関係について示す。

■層別定義
・開発 5 工程がそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別が b：改修・保守、

d：拡張のいずれか
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸： SLOC 発生不具合密度（KSLOC あたり

の発生不具合数）（導出指標） 
［件／ KSLOC］

図表 9-3-3 ● SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度（改良開発）
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※表示されていないものが 1点ある。

図表 9-3-4 ● SLOC 規模別 SLOC 発生不具合密度の基本統計量（改良開発） 
［件／KSLOC］

N 最小 P25 中央 P75 最大 平均 標準偏差
全体 47 0.000 0.000 0.000 0.036 2.145 0.089 0.333
20KSLOC未満 17 0.000 0.000 0.000 0.000 2.145 0.159 0.517
20KSLOC以上 40KSLOC未満 15 0.000 0.000 0.006 0.059 0.850 0.087 0.216
40KSLOC以上 100KSLOC未満 10 0.000 0.000 0.003 0.024 0.046 0.014 0.019
100KSLOC以上 300KSLOC未満 4 － － － － － － －
300KSLOC以上 1 － － － － － － －
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9.3.3　SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度：再開発

ここでは、再開発で、主開発言語が明確なプロジェクトを対象に、SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度
の関係について示す。

■層別定義
・開発 5 工程がそろっているもの
・103_開発プロジェクトの種別がｃ：再開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC 実績値＞ 0
・発生不具合数≧ 0

■対象データ
・X 軸：実効 SLOC 実績値（導出指標）
・Y 軸： SLOC 発生不具合密度（KSLOC あたり

の発生不具合数）（導出指標） 
［件／ KSLOC］

図表 9-3-5 ● SLOC 規模と SLOC 発生不具合密度（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。

図表 9-3-6 ● SLOC 規模別 SLOC 発生不具合密度の基本統計量（再開発）
分析対象の標本数が掲載基準を満たさないため、本図表は掲載しない。
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9.4　信頼性変動要因の分析
本節では、新規開発において、どのような要因が信頼性を変動させているかを次表の信頼性変動要因候

補について分析した結果を、FP 発生不具合密度と SLOC 発生不具合密度とに分けて示す。当分析結果は、
あくまでソフトウェア開発データ白書用に収集したデータを分析した結果であってそのまま各組織に当て
はまる訳ではないが、各組織の信頼性変動要因の分析のご参考になれば幸いである。

図表 9-4-1 ● 信頼性変動要因候補一覧
通番 変動要因候補 説明 備考（種類）
1 業種 生産性変動要因候補の場合と同様。 業種

2 信頼性の要求レベル 生産性変動要因候補の場合と同様。 QCD要求

3
性能・効率性の要求レベ
ル

生産性変動要因候補の場合と同様。 QCD要求

4 重要インフラタイプ 生産性変動要因候補の場合と同様。 QCD要求

5 アーキテクチャ 生産性変動要因候補の場合と同様。 実現手段

6 主開発言語 生産性変動要因候補の場合と同様。 実現手段

7 プラットフォーム 生産性変動要因候補の場合と同様。 実現手段

8
開発フレームワークの利
用

生産性変動要因候補の場合と同様。 実現手段

9 月あたりの要員数 生産性変動要因候補の場合と同様。 実施体制

10 外部委託比率 生産性変動要因候補の場合と同様。 実施体制

11 PMスキル 生産性変動要因候補の場合と同様。 実施体制

12 テストスキル 生産性変動要因候補の場合と同様。 実施体制

13 品質保証体制 生産性変動要因候補の場合と同様。 実施体制

14 設計文書化密度 生産性変動要因候補の場合と同様。 開発プロセス

15 設計レビュー工数密度 生産性変動要因候補の場合と同様。 開発プロセス

16 設計レビュー指摘密度 生産性変動要因候補の場合と同様。 開発プロセス

17 テスト密度 生産性変動要因候補の場合と同様。 開発プロセス

18 テスト検出不具合密度 生産性変動要因候補の場合と同様。 開発プロセス

19
上流工程での不具合摘出
比率

生産性変動要因候補の場合と同様。 開発プロセス

20 要求仕様の明確さ 生産性変動要因候補の場合と同様。 ユーザ要求管理

21
ユーザ担当者の要求仕様
関与

生産性変動要因候補の場合と同様。 ユーザ要求管理

22
定量的な出荷品質基準の
有無

生産性変動要因候補の場合と同様。 組織の成熟度

23 テスト検出能率

テスト検出能率（導出指標）：
テストケースあたりのテストで検出した不具合数であり、テス
トでの不具合検出能率を示す。
（結合テストでの検出不具合数＋総合テスト（ベンダ確認）での
検出不具合数）÷（結合テストケース数＋総合テスト（ベンダ
確認）ケース数）

開発プロセス
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【分析方法】
変動要因候補データによって分析対象プロジェクト群を二群に大別して、両者の FP 発生不具合密度及

び SLOC 発生不具合密度を比較する。変動要因が量的変数の場合、その中央値によって値が大きいものと
小さいものとの二群に大別する。変動要因が程度を表す質的変数の場合には、そのカテゴリに応じて高い
／低い、有／無などのように二群に大別する。その他の質的変数の場合には、原則としてあるカテゴリと
それ以外のカテゴリの二群に分けて比較する。また、変動要因として作用している傾向が見られるかどう
か（二群に大別した両者に差があるかどうかなど）については、原則として常用対数化した FP 発生不具
合密度及び SLOC 発生不具合密度に対して Welch の t 検定（分散が等しくないと仮定した 2 標本による
平均値の差の t 検定）を行った上で判定する。ただし、発生不具合密度が 0 の場合にはそのまま対数化で
きないので、0 以外の発生不具合密度の最小値の 1/2 に置換した上で対数化する。

【分析結果の表示方法】
変動要因として作用している傾向が見られるかどうかの分析結果を、一覧表の形で示す。
また、変動要因として作用している傾向が見られる要因については、箱ひげ図を示す。具体的には、有

意水準が 1%、及び 5% のものについて、箱ひげ図を示す。なお、Welch の t 検定結果と箱ひげ図の視覚
的な傾向の見え方が必ずしも一致しない場合がある。

カテゴリが 3 種類以上ある場合は、一次元配列の分散分析を行った。
（注 1） FP 発生不具合密度の場合と SLOC 発生不具合密度の場合とで、傾向が一致しないものが散見さ

れる。
　　 　 　この不一致は、両者のサンプル集合がほぼ別集合になっていることや、信頼性のメトリクス

が異なることによって生じている可能性がある。
（注 2） 生産性変動要因の分析とは、サンプル集合が異なる。稼働後の発生不具合数が記入されていると

いう検索条件が加わるため、生産性変動要因の分析の場合よりサンプル集合が小さくなる。

【分析結果（指標）の活用にあたって】変動要因の重要性についての考察
信頼性向上を進めて行くには、個々のプロジェクトのマネジメントよりも、組織の改善に向けたマネジ

メント・サイクルを回すことが一層重要であろう。重点的に強化すると効果的な領域を特定し、適切な方
策を立てることが望まれる。そのために、自組織の信頼性変動要因群を把握することが重要かつ効果的で
ある。
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9.4.1　FP 発生不具合密度の変動要因：新規開発

ここでは、新規開発における FP 発生不具合密度の変動要因について分析した結果を示す。

■層別定義
・開発 5 工程の揃っているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・701_FP 計測手法（実績値）が明確なもの
・5001_FP 実績値（調整前）>0
・稼働後の発生不具合数 >=0

■対象データ
・FP 発生不具合密度（KFP あたりの稼働後の発

生不具合数）（導出指標） 
［件／ KFP］

図表 9-4-2 ● 信頼性変動要因の分析結果一覧（新規開発）
標本数不足、または有意性のある結果が認められなかったため、図表は記載しない。
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9.4.2　SLOC 発生不具合密度の変動要因：新規開発

ここでは、新規開発における SLOC 発生不具合密度の変動要因について分析した結果を示す。

■層別定義
・開発 5 工程の揃っているもの
・103_開発プロジェクトの種別が a：新規開発
・312_主開発言語_1 が明確なもの
・実効 SLOC 実績値 >0
・稼働後の発生不具合数 >=0

■対象データ
・SLOC 発生不具合密度（KSLOC あたりの稼働

後の発生不具合数）（導出指標） 
［件／ KSLOC］

図表 9-4-3 ● 信頼性変動要因の分析結果一覧（新規開発）
［凡例］◎：1% 有意（Welch の t 検定 / 分散分析の P 値が 1% 以下）
　　　 ○：5% 有意（Welch の t 検定 / 分散分析の P 値が 1% より大きくて 5% 以下）
　　　 △：10% 有意（Welch の t 検定 / 分散分析の P 値が 5% より大きくて 10% 以下）
　　　 □：20% 有意（Welch の t 検定 / 分散分析の P 値が 10% より大きくて 20% 以下）
　　　 ×：有意でない（Welch の t 検定 / 分散分析の P 値が 20% より大きい）
　　　 －：非該当または、標本数が掲載基準を満たさない

通番 変動要因候補 有意性 傾向
1 業種 － －

2 信頼性の要求レベル × －

3 性能・効率性の要求レベル △↓ 性能・効率性の要求レベルが高い方が、SLOC発生不具合密度が高い
場合がある。

4 重要インフラタイプ － －

5 アーキテクチャ × －

6 主開発言語 － －

7 プラットフォーム × －

8 開発フレームワークの利用 － －

9 月あたりの要員数 × －

10 外部委託比率 × －

11 PMスキル － －

12 テストスキル － －

13 品質保証体制 □ プロジェクトメンバが実施する方が、SLOC発生不具合密度が高い場
合がある。

14 設計文書化密度 － －

15 設計レビュー工数密度 － －

16 設計レビュー指摘密度 － －

17 テスト密度 × －

18 テスト検出不具合密度 × －

19 上流工程での不具合摘出比率 － －

20 要求仕様の明確さ × －

21 ユーザ担当者の要求仕様関与 － －

22 定量的な出荷品質基準の有無 － －

23 テスト検出能率 × －
↑：信頼性に関して正の相関（値が高い方が、信頼性が高い（発生不具合密度が低い））
↓：信頼性に関して負の相関（値が高い方が、信頼性が低い（発生不具合密度が高い））

箱ひげ図掲載対象である、有意性が◎（1% 有意水準）又は○（5% 有意水準）となっている変動要因候
補はない。
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